
都市局　令和４年度　局運営方針（案）
１．主な現状と課題

本市は、国の首都圏広域地方計画において、東日本の玄関口として、東日本各
地とスーパー・メガリージョン※の両地域の対流を促進し、その効果を東日本各
地に波及させる役割と、首都直下地震の発災時に首都圏の機能をバックアップす
るための最前線としての役割が位置づけられており、計画実現に向けた取組を進
めていくことが求められています。
本市において、スーパー・メガリージョンの成長を引き込み、自らも成長して、

東日本の対流拠点としての役割を果たしていくためには、中長期的な視点に立っ
て、将来の成長基盤となるような取組を戦略的に展開し、拠点機能の充実・強化
を図る必要があります。
また、新型コロナウイルス感染症は、社会や人々の生活様式に大きな影響を及

ぼしており、今後の都市づくりに当たっては、ポストコロナ時代における新たな
日常への対応という視点が求められます。
さらに、本市が将来都市構造として掲げる「水と緑に囲まれたコンパクト＋

ネットワーク型の都市構造」の形成と、そして「住み続けたくなるまち」、「訪
れたくなるまち」の実現を目指し、これまで積み上げてきた既存ストックや本市
の多彩な地域資源を活用しながら、かつ、安全・安心の確保、ＳＤＧｓの達成、
ＤＸ・スマートシティの推進、グリーンインフラの推進など、様々な視点から、
総合的かつ着実に各取組を推進していく必要があります。

※スーパー・メガリージョン：東京圏、名古屋圏、関西圏の３大都市圏がそれぞれの特色を発揮しつつ一体化し、

世界からヒト、モノ、カネ、情報を引き付け、世界を先導する巨大経済圏

首都圏広域地方計画 プロジェクト参考資料（平成28（2016）年３月、国土交通省）などをもとに本市で作成

【広域的に見たさいたま市の役割のイメージ】
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（１）都心における都市機能の充実・強化

本市の２つの都心として位置づけられている大宮駅周辺・さいたま新都心周辺
地区、浦和駅周辺地区では、広域的な都市活動や市民生活の拠点として、ヒト・
モノ・情報等の集結・交流機能の更なる向上に向け、防災性の向上と合わせ、交
通機能、商業・業務機能、交流機能、回遊機能、街なかの居住機能など多様な都
市機能の充実・強化や、にぎわいの更なる創出を図っていくことが重要です。
今後は、「大宮駅グランドセントラルステーション化構想」及び「大宮ＧＣＳ

プラン２０２０」に基づく大宮駅周辺街区のまちづくりや交通基盤整備、駅機能
の高度化、公共施設再編による連鎖型まちづくりとともに、駅東口及び西口で計
画されている各事業を着実に推進する必要があります。
また、浦和駅周辺地区、さいたま新都心周辺地区では、良好な住環境の形成と

ともに都市基盤整備を進めてきましたが、社会・経済情勢の変化に対応し、地区
の特性や強みを生かしつつ、将来を見据えた都市づくりを推進するため、現在実
行中の各事業を着実に推進するとともに、「（仮称）浦和駅周辺まちづくりビ
ジョン」の策定、「さいたま新都心将来ビジョン」の改定に取り組んでいきます。

（２）魅力あるまちづくりの推進

岩槻地区や与野本町駅周辺地区等の古くから市街地が形成されてきた地域では、
地域の活気・魅力の低下が懸念されています。また、美園地区等の都市基盤整備
を行いながら拠点づくりを進めている地域では、早期の定住人口・交流人口の増
加と土地活用の促進が課題となっています。
これらの課題に対応し、今後も良好で魅力あるまちづくりを推進していくため

には、今あるストックや各地域の多彩な地域資源を効果的に活用し、地域の持つ
様々な魅力や個性をより一層引き出す必要があります。
このような地域の特徴を生かしたまちづくりを推進していくため、市民、企業、

大学、行政等の多様な主体が、それぞれの役割分担のもと連携・協働し、市街地
の整備・改善、及び施設ストックの活用により、地域の価値を向上させていくこ
とが重要です。

【大宮ＧＣＳプラン２０２０に掲げるまちの将来像】
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（３）災害に強く、良好な住環境の整備

近年、毎年のように全国各地で自然災害が頻発し、甚大な被害が発生しています。
本市で想定される地震災害のリスクの評価においても、火災による延焼リスクと建
築物の倒壊等による避難困難リスクが重なり、優先的、重点的な対応が必要な地区
の存在が確認されています。そのため、リスクを継続的に把握し、情報発信してい
くとともに、災害リスクが高い地区においては地域住民の主体的な活動を促しつつ、
地区特性に合わせた施策を展開していくことが重要です。
また、安全で機能的な住環境の形成のためには、災害に強く有効な土地利用を支

える都市基盤整備を進めていく必要があります。そのため、土地区画整理事業等を
効果的・効率的に推進していくとともに、立地適正化計画の策定に取り組み、様々
な災害リスクと地区特性を踏まえた機能誘導や防災・減災対策を計画的に進めてい
くことが重要です。

（４）移動環境の向上

本市の鉄道・バスといった公共交通の利用者数はこれまで増加傾向にありました
が、新型コロナウイルス感染症の影響による生活様式の変化により、利用者が減少
しており、地域の交通サービスの維持が困難になることが懸念されます。
このような中、市民や来訪者にとっ

て使いやすい交通環境を形成していく
ためには、公共交通ネットワークの充
実、次世代移動サービスの実装に向け
た研究・実証実験の取組、身近な交通
手段である自転車の利用環境の向上な
ど、多様な交通手段の確保が必要です。
また、まちづくりと連携した駅周辺

の交通結節機能の強化や、過密を回避
し、安心して利用できる環境づくりを
総合的に展開していくことが重要です。

（５）グリーンインフラの推進

本市は、見沼田圃や荒川をはじめとした水とみどりが市街地を挟むように位置し
ており、これら首都圏有数の自然資源は本市の原風景をつくり出すとともに、心の
安らぎを与えてくれています。しかしながら、経済活動の拡大や都市化の進展等に
伴い、貴重な自然資源の減少が懸念されています。
見沼田圃やその周辺においては、地域資源を活用しながら、情報発信や新たな散

策拠点の検討に取り組むとともに、交流の場の創出や、市民が自然に親しみやすく
広域的な防災機能も有する都市公園の整備などを進め、魅力ある空間を創出してい
くことが重要です。
また、自然環境が有する様々な機能を活用したグリーンインフラによる課題への

取組が求められており、良好な住環境形成、大災害のリスクや新しい生活様式への
対応といった観点から、「みどり」の確保がますます重要となっています。
そのため、貴重な樹林地・農地の活用を促進するとともに、グリーンインフラを

活用したにぎわいの創出が求められます。また、公園については身近な公園の整備
等をはじめ、遊具の更新等による安全・安心の確保、さらにＰａｒｋ－ＰＦＩ等の
公民連携による新たな整備・管理手法も活用した公園整備・維持管理・機能更新を
進めていくことが必要です。

【市内の鉄道・バスの年間利用者数の推移】
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２．基本方針・区分別主要事業

（１）東日本の対流拠点都市にふさわしい都市機能の充実・強化に取り組みます。

*( )内は一般財源 (単位:千円)

№ 区分 事業名 令和4年度 令和3年度 説明
概要掲載
ページ

1 新規 浦和駅周辺地区まちづ 15,958 0 市民協働・官民連携により「文教都市」浦和 367

総振 くり推進事業 (15,958) (0) の特性を生かしたまちづくりを推進し、都市

〔都心整備課〕 機能の更新や上質な生活と持続的な都市活力

を生み出す都市空間の形成に取り組み、浦和

ブランドの魅力を向上

2 総振 さいたま新都心にぎわ 147,150 147,890 さいたま新都心地区において、都市施設を適 366

い創出事業 (85,038) (115,066) 正に管理するほか、さいたま新都心将来ビ

〔都心整備課〕 ジョンの改定、地元主体のエリアマネジメン

ト活動の支援により、地域の魅力向上及び持

続可能なまちづくりを実現

3 拡大 大宮駅グランドセント 273,594 134,913 大宮駅周辺地域戦略ビジョンのターミナル街 368

総振 ラルステーション化構 (264,794) (122,258) 区におけるまちづくりの具体化を図るため、

想の推進 大宮駅グランドセントラルステーション化構

〔東日本交流拠点整備 想及び大宮ＧＣＳプラン２０２０に基づき、

課〕 大宮駅周辺街区のまちづくり、交通基盤整備

及び駅機能の高度化の事業化に向けた検討を

実施

4 総振 桜木駐車場用地活用の 8,866 12,635 公有財産を有効活用し、交流促進や新たな価 369

推進 (8,866) (12,635) 値の創出に寄与する機能の導入を進め、大宮

〔東日本交流拠点整備 ひいては本市のプレゼンス向上に貢献するた

課〕 め、桜木駐車場用地の活用に向け優先交渉権

者選定を実施

5 総振 氷川参道環境整備 17,945 15,712 氷川参道の歩行環境改善に向け、交通実態調 367

〔氷川参道対策室〕 (14,445) (15,712) 査や維持管理等を実施

6 総振 市街地再開発推進事業 3,066,717 3,998,439 浦和駅西口南高砂地区市街地再開発事業を推 373

〔浦和駅周辺まちづく (53,417) (230,229) 進するとともに、浦和西口停車場線等の整備

り事務所〕 を実施

東日本の対流拠点として多様な都市機能の充実・強化を図るため、都心における基盤整備や駅周
辺のまちづくりを推進するとともに、安心・安全で魅力ある住環境の創造・形成を目指し、地区特
性に応じた市街地の整備・改善、交通結節機能の強化や多様な交通手段の確保による移動しやすい
交通環境の整備、樹林地・農地の活用やグリーンインフラの推進、公民連携による手法を活用した
公園の整備など、各施策を展開していきます。
また、事業の推進に当たっては、新型コロナウイルス感染症拡大防止とともに、当該感染症等の

影響による社会の変化に柔軟に対応していきます。

〔区分〕新規…新規事業　　拡大…拡大事業　　総振…総合振興計画実施計画事業
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*( )内は一般財源 (単位:千円)

№ 区分 事業名 令和4年度 令和3年度 説明
概要掲載
ページ

7 拡大 大宮駅周辺まちなか 17,677 5,412 ウォーカブル推進都市として大宮駅周辺地域 368

総振 ウォーカブルの推進 (17,677) (5,412) を中心に、街路空間の利活用等に向けた取組

〔大宮駅東口まちづく を推進

り事務所〕

8 総振 大宮駅東口大門町２丁 24,600 1,285,371 都心としての拠点性の向上を図るとともに、 368

目中地区第一種市街地 (1,300) (72,471) 交通機能の強化、歩行者ネットワークの形成

再開発事業 等を図るため、市街地再開発事業を推進

〔大宮駅東口まちづく

り事務所〕

9 総振 大宮駅東口公共施設再 2,794 41,452 旧大宮区役所跡地や市民会館おおみや跡地等 368

編の推進 (0) (6,852) の活用に向けた実施方針の検討とともに、民

〔大宮駅東口まちづく 間事業者による旧大宮図書館の活用を推進

り事務所〕

10 総振 大宮駅西口第三地区ま 1,427,277 1,032,067 大宮駅西口第三地区まちづくり方針に基づ 369

ちづくりの推進 (87,177) (78,239) き、地区内におけるまちづくりの機運醸成に

〔大宮駅西口まちづく 向けた啓発等を行うとともに、市街地再開発

り事務所〕 事業にかかる補助金交付や都市計画道路の整

備、事業用地の維持管理を実施

11 総振 大宮駅西口第四土地区 1,755,000 842,000 業務・商業機能の集積及び都心地区にふさわ 380

画整理事業 (875,402) (803,597) しい市街地形成を図るため、建物移転や区画

〔大宮駅西口まちづく 道路整備等の面的基盤整備を行い、土地利用

り事務所〕 の転換を促進

（２）魅力あるまちづくりを推進します。

*( )内は一般財源 (単位:千円)

№ 区分 事業名 令和4年度 令和3年度 説明 概要掲載
ページ

12 総振 美園地区のまちづくり 30,147 33,606 副都心にふさわしい都市空間・都市環境の形 374

の推進 (0) (0) 成を図るため、大門上池調節池広場の管理運

〔浦和東部まちづくり 営を行うほか、ＡＩデマンド交通の実証実験

事務所〕 を実施

13 拡大 与野本町駅周辺地区ま 17,943 12,186 中央区役所周辺の公共施設再編の基本計画の 362

総振 ちづくり事業 (0) (0) 策定に向けた施設計画や事業スキームの検討

〔まちづくり総務課〕 とともに、与野本町駅周辺の利便性向上を図

る施策の実施等に向けた検討を実施

〔区分〕新規…新規事業　　拡大…拡大事業　　総振…総合振興計画実施計画事業
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*( )内は一般財源 (単位:千円)

№ 区分 事業名 令和4年度 令和3年度 説明
概要掲載
ページ

14 総振 与野本町駅周辺地区ま 4,610 4,972 歴史のまちとしての魅力やにぎわいの創出を 363

ちづくり事業 (4,610) (3,293) 図るため、歩行者等の安全性向上の取組や街

〔与野まちづくり事務 並みルールづくりを実施

所〕

15 総振 岩槻まちづくりマス 2,588 2,747 岩槻駅周辺地区におけるまちづくりの方向性 363

タープランの推進 (1,788) (0) を示す「岩槻まちづくりマスタープラン」等

〔岩槻まちづくり事務 に基づき、歴史的・文化的資源を生かしたま

所〕 ちづくりを推進

16 拡大 岩槻歴史街道事業 45,276 3,399 先導的取組路線として位置付けた裏小路にお 363

総振 〔岩槻まちづくり事務 (27,576) (0) いて、地域資源を生かし、歴史街道にふさわ

所〕 しいまちなみ景観を誘導するなど、“まちな

みづくり”と“みちづくり”を推進

（３）災害に強く、良好な住環境の整備を推進します。

*( )内は一般財源 (単位:千円)

№ 区分 事業名 令和4年度 令和3年度 説明 概要掲載
ページ

17 総振 災害に備えるまちづく 18,705 17,939 防災を明確に意識した都市づくりのため、災 353

りの推進 (10,760) (11,065) 害リスクの把握・分析を行うとともに、災害

〔都市総務課〕 リスクの高い地区において住民が主体となっ

た取組の支援や地籍調査等を実施

18 新規 都市計画マスタープラ 15,213 0 将来の都市構造を構築するため、現在の都市 352

総振 ン推進事業 (7,713) (0) 構造の分析・課題抽出を行い、まちづくり関

〔都市計画課〕 連の施策や計画との相乗効果が図られる立地

適正化計画の策定に向けた取組を実施

19 総振 組合施行等土地区画整 8,235,589 9,117,190 健全な市街地を形成するため、組合が行う土 374

理支援事業 (421,869) (907,584) 地区画整理事業に対して補助金を交付

〔区画整理支援課〕

20 総振 指扇中央通線及び文化 275,259 202,894 指扇中央通線及び文化センター通りの整備に 365

センター通り整備事業 (23,006) (6,948) 向けた用地取得や建物調査を実施

〔日進・指扇周辺まち

づくり事務所〕

〔区分〕新規…新規事業　　拡大…拡大事業　　総振…総合振興計画実施計画事業
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*( )内は一般財源 (単位:千円)

№ 区分 事業名 令和4年度 令和3年度 説明
概要掲載
ページ

21 総振 浦和東部第一特定土地 678,000 858,000 副都心にふさわしい魅力ある市街地を形成す 382

区画整理事業 (608,330) (728,239) るため、道路築造工事等を実施

〔浦和東部まちづくり

事務所〕

22 総振 大門下野田特定土地区 115,000 170,000 副都心にふさわしい魅力ある市街地を形成す 386

画整理事業 (114,989) (139,989) るため、整地工事等を実施

〔浦和東部まちづくり

事務所〕

23 総振 東浦和第二土地区画整 1,198,000 1,342,000 良好な市街地を形成するため、上下水道や道 381

理事業 (718,082) (840,922) 路などの基盤整備を推進

〔東浦和まちづくり事

務所〕

24 総振 西浦和駅周辺まちづく 18,251 6,053 「西浦和駅周辺まちづくり方針」に基づき、 365

りの推進 (0) (0) 駅前広場などの基盤整備の検討や、周辺地域

〔浦和西部まちづくり と連携し、住民と行政の協働によるまちづく

事務所〕 りを推進

25 総振 武蔵浦和駅周辺地区ま 2,013 1,903 武蔵浦和駅第７－１街区の現状と課題、目指 373

ちづくり推進事業 (2,013) (1,903) すべき方向などを整理・検討し、まちづくり

〔浦和西部まちづくり の方向性について、地権者を対象とした意見

事務所〕 交換会等を実施

26 総振 与野駅西口土地区画整 348,911 617,174 良好な市街地を形成するため、建物移転や道 375

理事業 (33,433) (69,732) 路などの基盤整備を推進

〔与野まちづくり事務

所〕

27 総振 南与野駅西口土地区画 655,000 413,000 良好な市街地を形成するため、建物移転や道 383

整理事業 (334,293) (332,893) 路などの基盤整備を推進

〔与野まちづくり事務

所〕

28 総振 岩槻駅西口土地区画整 410,196 487,099 岩槻駅西口の商業活性化と潤いのある住環境 375

理事業 (81,239) (181,512) を形成するため、建物移転や道路などの基盤

〔岩槻まちづくり事務 整備を推進

所〕

29 総振 江川土地区画整理事業 160,000 159,000 良好な市街地を形成するため、調整池排水機 385

〔岩槻まちづくり事務 (159,699) (158,704) 場の築造などを実施

所〕

〔区分〕新規…新規事業　　拡大…拡大事業　　総振…総合振興計画実施計画事業
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（４）使いやすく移動しやすい交通環境の形成に取り組みます。

*( )内は一般財源 (単位:千円)

№ 区分 事業名 令和4年度 令和3年度 説明
概要掲載
ページ

30 拡大 スマートシティに向け 16,151 12,100 交通事業者や商業事業者との連携強化等によ 353

総振 たモビリティサービス (16,151) (12,100) り、シェア型マルチモビリティの実証実験の

の充実 拡充を図るなど、ＩＣＴ等の先進技術をまち

〔都市総務課〕 づくりに活用するスマートシティの取組を推

進

31 拡大 コミュニティバス等の 15,755 18,216 コミュニティバス等の導入及び改善検討に関 358

総振 導入及び改善支援 (15,755) (18,216) する地域組織等への技術的支援とともに、コ

〔交通政策課〕 ミュニティバス等導入ガイドラインの改定や

岩槻区で行っているＡＩデマンド交通の分

析・検証、桜区等における展開検討を実施

32 総振 地域公共交通施策検討 6,640 7,688 東西交通専門部会において、東西交通大宮 357

調査 (6,640) (7,688) ルートの効果等について検討するとともに、

〔交通政策課〕 さいたま市都市交通戦略に基づき各事業を推

進

33 総振 自転車利用環境の向上 283,706 368,777 パパ・ママ自転車安全推進サポーター事業 358

〔自転車まちづくり推 (134,944) (105,268) や、民間事業者による駐輪場整備の支援等を 360

進課〕 実施するとともに、自転車安全利用環境及び

放置自転車対策を推進

34 総振 七里駅舎及び大和田駅 1,624,621 777,971 地域の利便性や安全性の向上を図るため、七 364

舎の機能性向上の推進 (111,241) (55,424) 里駅の橋上化・南北自由通路の整備及び大和

〔区画整理支援課〕 田駅舎の改修を推進

（５）グリーンインフラの推進に取り組みます。

*( )内は一般財源 (単位:千円)

№ 区分 事業名 令和4年度 令和3年度 説明 概要掲載
ページ

35 総振 身近な公園の整備推進 1,308,962 1,318,458 都市公園の適正な配置・整備に向けて、公園 370

〔都市公園課〕 (255,562) (143,958) が不足する地域を重点に、歩いて行ける身近

な公園の整備を推進

36 公園遊具安全性向上事 232,756 228,294 子どもにとって安全で楽しい遊び場を確保す 370

業 (31,256) (25,394) るため、公園遊具について安全性の向上を図

〔都市公園課〕 る更新工事等の対策を実施

37 拡大 大規模公園の整備推進 264,514 83,962 緑の核となり、地区内外から多くの人が訪れ 370

総振 〔都市公園課〕 (142,114) (39,962) る大規模公園（秋葉の森総合公園、見沼通船

堀公園、さいたまセントラルパーク、与野中

央公園）の整備を推進

〔区分〕新規…新規事業　　拡大…拡大事業　　総振…総合振興計画実施計画事業
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*( )内は一般財源 (単位:千円)

№ 区分 事業名 令和4年度 令和3年度 説明
概要掲載
ページ

38 総振 Ｐａｒｋ－ＰＦＩ等公 4,533 4,314 公園のにぎわい創出、魅力の向上を図るた 370

民連携による公園のに (4,533) (4,314) め、公募設置管理制度（Ｐａｒｋ－ＰＦＩ）

ぎわい創出 やネーミングライツの活用など、公民連携事

〔都市公園課〕 業を推進

39 新規 レジャープールのあり 9,295 0 施設の老朽化や安全確保等のための維持管理 370

方検討 (9,295) (0) 費の増加等が見られる沼影公園、大和田公園

〔都市公園課〕 をはじめとした市内のレジャープールについ

て、今後のあり方に関する調査・検討を実施

40 新規 グリーンインフラの推 11,555 0 多様な機能を有するグリーンインフラの推進 371

総振 進 (11,555) (0) に向けて、緑の基本計画及びアクションプラ

〔みどり推進課〕 ンを改定するとともに、公民が連携して緑化

滞在空間を創出する社会実験を実施

41 総振 指定緑地等設置・保全 543,898 393,159 オープン型緑地の整備及びクローズ型緑地の 371

事業 (239,754) (140,250) 保全管理に対する支援、緑地保全ボランティ

〔みどり推進課〕 ア活動の推進など、グリーンインフラとして

の緑地の保全を推進

42 総振 見沼田圃の保全と新た 40,659 38,887 「農・自然・歴史とふれあう、憩いのふるさ 372

な活用・創造の推進 (40,659) (38,887) と“みぬま”」を実現するために、グリーン

〔見沼田圃政策推進 インフラを活用した取組を行うほか、桜回廊

室〕 の管理向上や新たな散策拠点を検討するとと

もに、情報発信力を強化

〔区分〕新規…新規事業　　拡大…拡大事業　　総振…総合振興計画実施計画事業
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３．見直し事業一覧
（単位：千円）

課名 見直し事業名 見直しの理由及び内容
コスト
削減額

都市総務課
まちづくり広報誌の廃
止

事業の優先度等を考慮し、様々な広報媒体の活用等に
より情報発信の充実を図っていくこととしたため、廃
止する。

△ 1,480

交通政策課
バス対策事業における
印刷製本費の見直し

リーフレット、ＰＲチラシの印刷部数の見直しによ
り、予算額を縮小する。

△ 954

交通政策課
バス対策事業における
光熱水費（インフラ・
維持管理）の見直し

さいたま新都心バスターミナルにおいて、節電、節水
により、予算額を縮小する。

△ 1,600

交通政策課
バス対策事業における
委託料の見直し

バス路線マップ作成業務において、令和3年度委託で
得られたデータをベースに委託内容を見直し、予算額
を縮小する。

△ 470

自転車まちづ
くり推進課

放置自転車対策事業に
おける委託料の見直し

業務内容の見直し等により、予算額を縮小する。 △ 42,364

自転車まちづ
くり推進課

自転車政策事業におけ
る報酬等の見直し

報酬、報償費、旅費、消耗品費、印刷製本費及び通信
運搬費において内容を見直し、予算額を縮小する。

△ 1,379

みどり推進課
緑化推進事業における
報償費の見直し

緑に関する講習会の回数、みどりの功労賞の記念品作
成個数の見直しにより、予算額を縮小する。

△ 83

みどり推進課
緑化推進事業における
みどりの街並みづくり
助成金の見直し

過去の実績を踏まえた見直しにより、予算額を縮小す
る。

△ 500

みどり推進課
指定緑地等設置・保全
事業における委託料の
見直し

みどりの祭典会場設営等委託に係る業務内容の見直し
により、予算額を縮小する。

△ 429

みどり推進課
生産緑地関係事業にお
ける委託料の見直し

生産緑地の指定等に係る委託業務内容の見直しによ
り、予算額を縮小する。

△ 7,251

見沼田圃政策
推進室

桜回廊ガイドマップの
廃止

見沼たんぼ見どころガイドと統合し、コンパクトな見
どころマップを作成するため、廃止する。

△ 825

見沼田圃政策
推進室

見沼たんぼ写真コン
クール制作品等作成業
務の見直し

写真コンクールのＤＸ化に伴い、審査や展示等も紙媒
体を用いないため、事業は継続するが、予算計上を廃
止する。

△ 1,563

見沼田圃政策
推進室

見沼たんぼクリーン
ウォーク会場設営等業
務の見直し

コロナ禍での開催方法を考慮し、テント等の数量を見
直したため、予算額を縮小する。

△ 375

浦和東部まち
づくり事務所

浦和東部・岩槻南部地
域整備推進事業におけ
る使用料の見直し

大門上池調節池河川占用料・公園使用料について、過
去の実績を踏まえ、予算額を縮小する。

△ 274

東浦和まちづ
くり事務所

東浦和第二土地区画整
理事業における不動産
鑑定手数料の見直し

過去の実績を踏まえた見直しにより、予算額を縮小す
る。

△ 552

東浦和まちづ
くり事務所

東浦和第二土地区画整
理事業における業務委
託の見直し

移転対象家屋の移転状況等に合わせた調査等業務の見
直しにより、予算額を縮小する。

△ 1,800

与野まちづく
り事務所

与野駅西口土地区画整
理事業における消耗品
費の見直し

購入予定数量の見直しにより、予算額を縮小する。 △ 54

都心整備課
さいたま新都心にぎわ
い創出事業における印
刷製本費の見直し

パンフレット印刷物残数を踏まえた見直しにより、予
算額を縮小する。

△ 229

東日本交流拠
点整備課

大宮駅周辺地域戦略ビ
ジョン推進事業におけ
る使用料の見直し

過去の実績を踏まえた会議室利用回数の見直しによ
り、予算額を縮小する。

△ 79

大宮駅東口ま
ちづくり事務
所

大宮駅周辺地域戦略ビ
ジョン推進事業におけ
る消耗品費の見直し

過去の実績を踏まえた見直しにより、予算額を縮小す
る。

△ 51

他23件
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 163 -

＜主な事業＞
１ 625

２ 3,982

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 163 17款

18款

20款

-

＜主な事業＞
１ 1,576 ４ 33,936

２ 25,161 ５ 5,671

３ 27,069

都市計画道路見直し事業 事務費その他
　道路網計画に基づき、都市計画道路の見直し候補と
なった路線について、関係権利者の合意形成を図り、都
市計画変更の手続を進めます。また、次期道路網計画の
改定を行います。

　都市計画に関する会議への参加や車両等の賃借を行い
ます。

［総振：09-2-3-04］
都市計画マスタープラン推進事業

　立地適正化計画策定に向けた取組を実施するととも
に、都市計画に関する各種構想や方針の策定及び地域地
区・地区計画の決定・変更に向けた調査・研究等を行い
ます。

［総振：09-2-1-01］

事務事業名 都市計画推進事業（都市計画課） 予算額 93,413
局/部/課 都市局/都市計画部/都市計画課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費

＜特記事項＞

　立地適正化計画策定に向けた取組を実施します。また、まちづくりのＤＸ推進
に向け、３Ｄ都市モデル及び都市計画基本図を更新します。

前年度予算額 71,639

増減 21,774 

都市計画審議会の運営 地図基盤整備事業
　都市計画に関する事項等について、諮問機関である都
市計画審議会で、その内容の審議を行います。

　まちづくりのＤＸを推進するため、３Ｄ都市モデルの
更新を行います。また、各種地図の基盤となる都市計画
基本図等の更新を行います。

都市計画の管理運営
　局内、部内における各業務の総合調整を行い、都市計
画事務の円滑な推進と運営等を行います。

使用料及び手数料 256

＜事業の目的・内容＞ 国庫支出金 25,404

　都市計画に関する各種構想や計画等の策定、調査等を行うことで、都市計画行
政を推進します。

財産収入 150

一般財源 67,603

前年度予算額 4,072

増減 535 

　局内及び部内各業務の総合調整を行い、都市計画行政を推進します。

局/部/課 都市局/都市計画部/都市総務課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費 一般財源 4,607

＜事業の目的・内容＞

事務事業名 都市計画推進事業（都市総務課） 予算額 4,607

各種協議会や研修会への参加に伴う負担金
　都市における各種課題に関する調査、研究、情報収集
や交換を行うための協議会、研修会に参加します。
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 163 20款

＜主な事業＞
１ 1,829 ［参考］

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 163 18款

19款

-

＜主な事業＞
１ 18,705

２ 16,151

３ 471

都市開発基金への積立て
　基金を金融機関に預入れしていること等により生じた
利子について、積立てを行います。

スマートシティに向けたモビリティサービスの充実

　交通事業者や商業事業者との連携強化等により、シェ
ア型マルチモビリティの実証実験の拡充を図るなど、Ｉ
ＣＴ等の先進技術をまちづくりに活用するスマートシ
ティの取組を推進します。

［総振：09-1-3-01］

　大規模な災害が発生したときに起こり得る被害を防止・軽減するため、防災都
市づくりに取り組むとともに、被災後の都市復興を円滑に進めるための取組を実
施します。また、ＩＣＴ等の先進技術をまちづくりに活用して利便性や快適性の
向上を図るスマートシティの実現を見据え、ＭａａＳなど新たなモビリティサー
ビスの社会実装に向けた取組を公・民・学連携で進めます。

一般財源 27,382

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費 国庫支出金 1,800

＜事業の目的・内容＞

災害に備えるまちづくりの推進
　防災を明確に意識した都市づくりのため、災害リスク
の把握・分析を行うとともに、災害リスクの高い地区に
おいて住民が主体となった取組の支援や地籍調査等を実
施します。

［総振：10-1-1-07］

前年度予算額 30,403

増減 4,924 

6,145

事務事業名 都市環境改善推進事業（都市総務課） 予算額 35,327

県支出金

局/部/課 都市局/都市計画部/都市総務課

前年度予算額 528

予算額 1,829
都市局/都市計画部/都市総務課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費

＜事業の目的・内容＞

　市街地開発事業及び都市施設整備に係る資金を積み立てるために設置された基
金に対して、積立てを行います。

増減 1,301 

負担金その他
　都市防災推進協議会等における負担金、旅費、会場使
用料を支出します。

事務事業名 都市開発基金積立金
局/部/課

財産収入 1,829

　都市開発基金残高等の推移 （単位：円）

新規 運用利子

H30 130,000 346,493 2,000,000,000 5,154,953,553

R1 10,000 246,891 1,500,000,000 3,655,210,444

R2 300,000 50,421 0 3,655,560,865

R3(見込) 0 528,000 0 3,656,088,865

R4(見込) 0 1,829,000 2,500,000,000 1,157,917,865

年度
積立額

取崩額 年度末残高
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 163 -

＜主な事業＞
１ 322

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 163 24款

-

＜主な事業＞
１ 12,075

前年度予算額 369

増減 △ 47 

被災宅地危険度判定体制の整備
　被災宅地危険度判定士の技術向上のため、研修会を実
施します。また、判定に必要な資機材の備蓄を行いま
す。

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費 一般財源 322

局/部/課 都市局/都市計画部/都市計画課

事務事業名 都市環境改善推進事業（都市計画課） 予算額 322

都市計画情報システム業務
　「都市計画窓口支援システム」及び「都市計画決定図
書閲覧システム」運用、保守管理、並びに「さいたま市
地図情報」の情報更新を行います。

前年度予算額 9,267

増減 2,808 

　都市計画変更及び各種情報の変化等に伴い、都市計画情報を更新することで、
最新の情報提供を行います。

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費 諸収入 984

＜事業の目的・内容＞ 一般財源 11,091

事務事業名 都市計画情報システム作成事業 予算額 12,075
局/部/課 都市局/都市計画部/都市計画課

＜事業の目的・内容＞

　地震や豪雨等により宅地が大規模かつ広範囲に被災した場合、被災宅地危険度
判定士が被害の発生状況を迅速かつ的確に把握して、被災した宅地の危険度を判
定することにより、二次災害を防止し、住民の安全を図ります。
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 163 17款

24款

-

＜主な事業＞
１ 478

２ 461

３ 6,967

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 163 -

＜主な事業＞
１ 317

２ 131

３ 2,783

8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費 一般財源 3,231

＜事業の目的・内容＞

　さいたま市景観計画に基づく景観誘導や景観意識の高揚を図るための啓発を行
い、良好な都市景観形成を推進します。

前年度予算額

景観審議会の運営
　景観計画に関する事項等について、諮問機関である景
観審議会で、その内容の審議を行います。

景観法に基づく行為の届出事務及び景観啓発

局/部/課 都市局/都市計画部/都市計画課

款/項/目

　屋外広告物条例に基づき、屋外広告物の許可、屋外広告業の登録、違反広告物
について是正指導、簡易除却等を行うとともに、キャンペーンや市民ボランティ
ア組織による違反広告物の撤去制度等により屋外広告物の適正化を推進します。

前年度予算額

屋外広告物適正化

8,113

増減 △ 207 

一般財源 2,304

事務事業名 屋外広告物適正化推進事業 予算額 7,906

8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費 使用料及び手数料 5,566

＜事業の目的・内容＞ 諸収入 36

局/部/課 都市局/都市計画部/都市計画課

款/項/目

［総振：09-2-1-01］

　良好な都市景観形成を推進すべく、現計画改定の方向
性の検討を行います。また各都市の事例報告を踏まえた
意見交換や情報収集を行うため、協議会や研修会に参加
します。

［総振：09-2-1-01］

［総振：09-2-1-01］

609

増減 2,622 

　一定規模以上の建築物等の新築等について、法による
行為の届出により、景観計画に基づく景観誘導を行いま
す。また、景観重要建造物・樹木の指定候補を検討する
とともに、景観意識を高めるための啓発を行います。

景観形成に関する調査研究

　屋外広告物条例に基づき、屋外広告物許可及び屋外広
告業登録の事務を行うとともに、屋外広告物の管理に関
する周知をします。また、各都市との意見交換や情報収
集を行うため、協議会等に参加します。

簡易除却ボランティアの活動支援
　簡易除却ボランティアの登録や保険の加入等、ボラン
ティア活動に必要な支援を行います。

違反広告物の簡易除却業務
　違反広告物の簡易除却や必要な是正指導を行います。

事務事業名 都市景観形成推進事業 予算額 3,231
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 163 17款

20款

＜主な事業＞
１ 722

２ 3,400

３ 2,640

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 163 -

＜主な事業＞
１ 403 

都市局/都市計画部/都市計画課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費

＜事業の目的・内容＞

　国土利用計画法に基づき一定規模（市街化区域2,000㎡、市街化調整区域5,000
㎡）以上の土地売買について、利用目的審査及び地価動向を把握することによ
り、適正かつ合理的な土地利用の確保を図ります。また、投機的土地取引の防止
を図ります。

増減 △ 82 

土地売買等の届出審査その他
　国土利用計画法に基づき、土地売買等の届出について
利用目的の審査を行います。また、地価に関する情報に
ついて、パネル展示等、啓発活動を行います。

前年度予算額 485

局/部/課

一般財源 403

事務事業名 土地売買届出審査事業

  開発許可地理情報システムの運用保守と検査済証等の
電子化を継続して行います。

予算額 403

  開発行為許可申請等の書類審査、許可等の処分に係る
所要の手続や基準等の制定、改廃を必要に応じ行い、法
や条例等の適正な運用を図ります。また、開発許可に関
する会議へ参加します。

　開発許可に関する事項等について、諮問機関である開
発審査会で、その内容の審議を行います。

開発審査会の運営

都市計画法に基づく許認可等事務その他

開発許可地理情報システム等の運用保守

前年度予算額 6,951

財産収入 104＜事業の目的・内容＞

　無秩序な宅地開発を防止するため、都市計画法に基づく許認可事務、開発行為
の手続に関する条例の運用等を行うことにより、良好な都市環境の確保に努めま
す。

増減 △ 189 

局/部/課
使用料及び手数料 6,658

事務事業名 開発行為等許認可事業 予算額 6,762
都市局/都市計画部/都市計画課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 163 18款

24款

-

＜主な事業＞
１ 6,640 ４ 6,738

２ 4,180

３ 5,533

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 163 20款

-

＜主な事業＞
１ 2,764

２ 57,204

 [総振:09-1-3-02］

予算額 59,968
都市局/都市計画部/交通政策課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費

＜事業の目的・内容＞

　「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー
法）」及び本市のバリアフリー基本構想に基づき、鉄道駅を中心とした徒歩圏内
におけるバリアフリー化を推進します。

増減 △ 12,393 

バリアフリー基本構想推進分析

事務事業名 交通バリアフリー推進事業
局/部/課

[総振：09-2-3-03］

　「さいたま市バリアフリー基本構想」に位置づけた重
点整備地区におけるバリアフリー化を推進するため、特
定事業計画のとりまとめを行います。

　大宮駅のホームドア整備費用の一部を鉄道事業者に補
助します。

前年度予算額 72,361

　[総振：09-2-3-03］
交通バリアフリー化設備等設置事業その他

財産収入 34,079

一般財源 25,889

　長距離バスターミナル等の交通結節点事業の具体化に
向けて、機能の役割分担等の検討を行います。

　東京都市圏交通計画協議会において、物の動きから東
京都市圏の望ましい都市交通体系を検討するため、基礎
調査となる物資流動調査の事前調査を行います。

　東西交通専門部会を開催し、東西交通大宮ルートの効
果等について検討するとともに、「さいたま市都市交通
戦略」に基づき各事業を推進します。

　自動車に過度に依存しない交通体系の実現に向け「車
の使い方」を市民と行政が一緒に考えるための周知啓発
を行います。

地域公共交通施策検討調査 モビリティ・マネジメントその他

 [総振:09-1-3-03、09-2-3-01］
東京都市圏物資流動調査

[総振：09-2-3-01］
交通結節点事業検討調査

前年度予算額 19,498

諸収入 396

一般財源 21,485

＜事業の目的・内容＞

　便利で利用され、魅力的なまちを支える効率的で持続可能な公共交通ネット
ワークを実現するため、自動車に過度に依存しない交通体系の確立に向けた各種
施策等を推進します。
　また、東京都市圏交通計画協議会に参加し、総合的な都市交通計画を推進する
ため、人や物の流れに関する基礎調査を用いた検討を行います。

増減 3,593 

局/部/課

国庫支出金 1,210

事務事業名 交通政策事業 予算額 23,091
都市局/都市計画部/交通政策課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 163 17款

20款

24款

-

＜主な事業＞
１ 15,755 ４ 56,560

２ 219,020 ５ 1,400

３ 93,869 ６ 2,754

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 163 24款

-

＜主な事業＞
１ 8,000

２ 4,941

［総振：09-2-3-06］

　市内に民営自転車等駐車場を設置する者に対し、建設
補助金を交付します。

　市内の課題駅の自転車等駐車場整備について、今後の
整備の方向性等の調査・検討を行います。

前年度予算額 11,597

　自転車等駐車場を整備することにより、自転車等利用者の利便性の向上及び駅
前広場の良好な環境を図ること等を目的に、市内各駅周辺地区の自転車等駐車場
に関する調査及び検討、民間事業者の自転車等駐車場整備費に対する補助金交付
等を行います。

増減 1,344 

民営自転車等駐車場建設補助金交付事業

［総振：09-2-3-06］
自転車等駐車場整備の方向性に関する検討業務

一般財源 8,000

事務事業名 自転車駐車場整備事業
局/部/課

諸収入 4,941

予算額 12,941
都市局/都市計画部/自転車まちづくり推進課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費

＜事業の目的・内容＞

　コミュニティバス等の車両購入に対する費用などを事
業者に補助します。

　バス路線マップ、ＰＲチラシを作成します。

　「コミュニティバス等導入ガイドライン」に基づき、
コミュニティバス等の導入及び改善検討の支援を行いま
す。また、「コミュニティバス等導入ガイドライン」の
改定及びＡＩデマンド交通の導入検討を行います。

　さいたま新都心バスターミナルの管理運営を行いま
す。

　コミュニティバス等の運行に対する経費の一部を事業
者に補助します。

　ノンステップバスの導入に係る費用の一部をバス事業
者に補助します。

コミュニティバス等の導入及び改善支援 長距離バスターミナルの管理運営

[総振：09-2-3-02］ [総振：09-1-3-02］
コミュニティバス等運行事業費補助 ノンステップバス導入促進事業費補助

 [総振：09-2-3-02］  [総振：09-2-3-03］
コミュニティバス等車両購入費補助等 バス等利用啓発冊子の作成その他

 [総振：09-2-3-02］ [総振：09-2-3-02］

前年度予算額 391,295

財産収入 4,196

諸収入 150

一般財源 369,592

＜事業の目的・内容＞

　交通空白地区・交通不便地区等の解消に向け、地域公共交通の導入及び運行改
善等について、市民・運行事業者・市の協働で検討します。また、広域的な交通
アクセスの強化のため、長距離バスターミナルの利便性向上等により、交通結節
機能の強化を図ります。

増減 △ 1,937 

事務事業名 バス対策事業
局/部/課

使用料及び手数料 15,420

予算額 389,358
都市局/都市計画部/交通政策課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 163 17款

20款

24款

＜主な事業＞
１ 59,818 ４ 7,971

２ 31,141

３ 22,205

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 17款

20款

24款

＜主な事業＞
１ 23,042 ４ 80,751

２ 143,762

３ 208,135
　自動車駐車場の管理に係る負担金及び修繕積立金を支
出します。

自動車駐車場管理費及び修繕積立金

　公共施設マネジメントアクションプランに基づき、自
動車駐車場の老朽化等に伴う計画的修繕を行うととも
に、事後保全策として、調査・点検で判明した損傷個所
の修繕を実施します。

　北与野駅北口地下駐車場の平面化改修工事を実施しま
す。

　岩槻駅東口公共駐車場及び北与野駅北口地下駐車場の
管理に係る経費として光熱水費、保険料、保守管理委託
料を支出します。

前年度予算額 359,429

　自動車利用者の利便性の向上及び駅前広場の良好な環境を図ること等を目的に
設置している市営自動車駐車場の管理運営を実施します。

＜特記事項＞

　北与野駅北口地下駐車場の平面化改修工事を実施します。

増減 96,261 

自動車駐車場施設修繕 北与野駅北口地下駐車場平面化改修工事

施設等保守管理

財産収入 1,523

諸収入 340,854

事務事業名 自動車駐車場管理事業
局/部/課

使用料及び手数料 113,313

予算額 455,690
都市局/都市計画部/自転車まちづくり推進課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費

＜事業の目的・内容＞

　自転車等駐車場の管理に係る負担金及び修繕積立金を
支出します。

　公共施設マネジメントアクションプランに基づき、自
転車等駐車場の老朽化等に伴う計画的修繕に加えて、利
用者の利便性向上に資する修繕を行います。

　自転車等駐車場の管理に係る経費として保守管理等委
託料、光熱水費等を支出します。

　自転車等駐車場用地を賃借します。

自転車駐車場施設修繕 施設等保守管理

自転車駐車場用地賃借

自転車等駐車場管理負担金及び修繕積立金

前年度予算額 121,187

財産収入 29,012

諸収入 71,336

＜事業の目的・内容＞

　自転車等利用者の利便性の向上及び駅前広場の良好な環境を図ること等を目的
に、設置している市営自転車等駐車場の管理運営を実施します。

増減 △ 52 

事務事業名 自転車駐車場管理事業
局/部/課

使用料及び手数料 20,787

予算額 121,135
都市局/都市計画部/自転車まちづくり推進課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 17款

24款

-

＜主な事業＞
１ 88,566 ４ 39,176

２ 46,200

３ 18,044

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 24款

-

＜主な事業＞
１ 6,005 ４ 11,066

２ 41,635 ５ 5,918

３ 6,600 ６ 7,555
　荒川の堤防等の河川改修工事が完了した区間に、荒川
自転車道のサイクリング利用者への案内サイン設置工事
を行います。

　建築物駐車施設の附置等に関する条例に関して、利用
状況の分析や社会情勢の変化を踏まえ内容の見直しの必
要性等について検討を行うほか、さいたまはーと推進協
議会の運営、その他の自転車政策業務を行います。

［総振：09-2-3-06］ ［総振：09-2-3-06］
荒川自転車道サイン設置工事 附置義務条例の見直し検討業務その他

［総振：09-2-3-06］ ［総振：09-2-3-06］

　サイクルパークビジョン素案について検討するととも
に、自転車文化醸成のためのソフト施策を実施します。

　子育て世代を対象にパパ・ママ自転車安全推進サポー
ターを募集し、自転車安全講習会の開催等ルール・マ
ナーの啓発を行うとともに、子ども乗せ電動アシスト自
転車の購入費補助金を交付します。

　自転車政策の取組、自転車の魅力発信や交通ルール順
守及び交通マナーの意識向上を図るため、サイクルフェ
スタを開催するほか、自転車関連の取組を広く共有・発
信する「自転車利用環境向上会議」を開催します。

　安全で快適な自転車走行環境の整備促進のため、学
識・交通管理者等で構成される自転車走行環境効果検証
会議の中で、道路形態に合わせた効果的な整備手法の検
証を行います。

前年度予算額 58,756

　自転車を利用しやすい環境が整っている本市の特徴を生かし、自転車のまちづ
くりを積極的に推進していくため、「さいたま自転車まちづくりプラン～さいた
まはーと～」に基づき、「人と環境にやさしい　安全で元気な自転車のまち　さ
いたま」の実現のための各施策を実施します。

＜特記事項＞

　荒川自転車道サイン設置工事及び自転車走行環境効果検証業務を実施します。

増減 20,023 

サイクルパーク構想の事業展開 パパ・ママ自転車安全推進サポーター事業

［総振：09-2-3-06］ ［総振：09-2-3-06］
サイクルフェスタ等の開催 自転車走行環境効果検証業務

一般財源 76,791

事務事業名 自転車政策事業
局/部/課

諸収入 1,988

予算額 78,779
都市局/都市計画部/自転車まちづくり推進課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費

＜事業の目的・内容＞

　撤去した放置自転車等を自転車保管所で保管し、撤去
手数料の徴収と併せ、利用者への返還を行います。

　市内各駅周辺の放置禁止区域に自転車等放置監視員を
配置し、自転車等の放置防止の啓発、自転車駐車場への
案内及び誘導を行います。

　自転車保管所等の施設維持管理等の放置自転車対策に
関する業務を行います。

　駅前広場、道路等の公共の場所に放置された自転車等
の撤去を行います。

放置自転車等監視業務 放置自転車対策事業管理業務

［総振：09-2-3-06］ ［総振：09-2-3-06］
放置自転車等撤去業務

［総振：09-2-3-06］
撤去自転車等返還業務

［総振：09-2-3-06］

前年度予算額 298,424

諸収入 139,433

一般財源 50,153

＜事業の目的・内容＞

　さいたま市自転車等放置防止条例に基づき、駅前広場、道路その他公共の場所
における歩行者等の通行の安全を確保し、市民の良好な生活環境を保持するた
め、自転車及び原付バイクの放置防止対策に係る放置監視業務、撤去業務、返還
業務、売却等の処分その他これらに付随する業務を実施します。

＜特記事項＞

　吉野原自転車保管所の市有地への移転が完了しました。

増減 △ 106,438 

事務事業名 放置自転車対策事業
局/部/課

使用料及び手数料 2,400

予算額 191,986
都市局/都市計画部/自転車まちづくり推進課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 17款

20款

21款

-

＜主な事業＞
１ 96,881

２ 468

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 21款

24款

＜主な事業＞
１ 1,527

２ 1,341

３ 2,109
　職員研修の旅費、一般事務用消耗品費、研修会参加負
担金等を支出します。

　土地区画整理事業における損失補償基準の見直しを行
います。

　さいたま市の土地区画整理事業位置図の現況修正を行
います。

土地区画整理事業損失補償基準等改定業務

土地区画整理事業位置図修正業務

事務費その他

前年度予算額 6,067

諸収入 1＜事業の目的・内容＞

　土地区画整理事業、市街地再開発事業等に関する指導、国庫補助金の調整、認
可等を行います。

増減 △ 1,090 

事務事業名 都市整備事務事業（市街地整備課）
局/部/課

寄附金 4,976

予算額 4,977
都市局/まちづくり推進部/市街地整備課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

　市街地再開発事業による市有床等の適正な管理を行い
ます。

　職員研修の旅費、一般事務用消耗品費、研修会参加負
担金等を支出します。

前年度予算額 86,373

　まちづくり推進部内の連絡調整、取りまとめ業務及び都市整備関連外郭団体へ
の支援・指導を行うとともに、所管する市有床等の普通財産の管理を行います。

増減 10,976 

所管普通財産の市有床等の管理

事務費その他

財産収入 51,708

寄附金 6,907

一般財源 34,977

事務事業名 都市整備事務事業（まちづくり総務課）
局/部/課

使用料及び手数料 3,757

予算額 97,349
都市局/まちづくり推進部/まちづくり総務課 

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

＜事業の目的・内容＞
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 17款

20款

21款

＜主な事業＞
１ 3,123 ［参考］

２ 3,653

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 21款

＜主な事業＞
１ 17,943

２ 112

　中央区役所周辺の公共施設再編の基本計画の策定に向
けて、施設計画や事業スキームの検討等を行います。ま
た、与野本町駅周辺の利便性向上を図る施策の実施に向
けた検討等を行います。

　職員研修の旅費、一般事務用消耗品費、研修会参加負
担金等を支出します。

与野本町駅周辺地区まちづくり事業

　［総振：09-2-2-02、09-2-3-05］
事務費その他

前年度予算額 12,326

＜事業の目的・内容＞

  安全・安心な都市づくりや魅力ある住環境の形成等に向け、まちづくりを推進
します。

＜特記事項＞

　中央区役所周辺の公共施設再編事業の検討が進んできたため、進捗に合わせた
予算としました。 増減 5,729 

事務事業名 まちづくり推進事業（まちづくり総務課）
局/部/課

寄附金 18,055

 ［総振：09-2-2-05］

予算額 18,055
都市局/まちづくり推進部/まちづくり総務課 

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

　市民の自主的なまちづくり活動を支援することを目的
に、まちづくり専門家の派遣による講義、指導、助言等
や、まちづくり支援補助金による活動費用の一部に対す
る助成等を行います。

　土地区画整理事業の長期未着手地区である大門地区を
対象に、地区計画導入に向けた合意形成を促進させるた
め、住民主体で組織されたまちづくり協議会を支援しま
す。

前年度予算額 6,308

　まちづくり専門家の派遣、まちづくり支援補助金の交付等により市民の自主的
なまちづくり活動を支援します。また、土地区画整理事業の長期未着手地区を対
象に、都市計画の見直しと基盤整備の推進を目指します。

増減 468 

参加と協働によるまちづくり推進事業

［総振：09-2-2-04］
土地区画整理事業の長期未着手地区の見直し

財産収入 137

寄附金 6,636

事務事業名 まちづくり支援・団体育成事業
局/部/課

使用料及び手数料 3

予算額 6,776
都市局/まちづくり推進部/まちづくり総務課 

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

＜事業の目的・内容＞

大門地区位置図
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 21款

25款

-

＜主な事業＞
１ 41,635

２ 4,610

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 18款

25款

-

＜主な事業＞
１ 45,276

２ 2,588

３ 28
　事務の円滑な推進と運営を図るため、事務費等を支出
します。

　裏小路周辺のまちなみづくりの実現に向け、地元協議
会の運営を支援するとともに裏小路みちづくり整備方針
に基づく、みちづくりを行います。

　岩槻まちづくりマスタープラン及び岩槻まちづくりア
クションプランを推進します。

岩槻歴史街道事業

［総振：09-1-2-03］
岩槻まちづくりマスタープランの推進

［総振：09-1-2-02］
事務費その他

前年度予算額 6,174

市債 11,700

一般財源 29,392

＜事業の目的・内容＞

　岩槻駅周辺地区におけるまちづくりの方向性を示す「岩槻まちづくりマスター
プラン」及び行動計画である「岩槻まちづくりアクションプラン」等に基づき、
地区に存在する歴史的・文化的資源を生かしたまちづくりを推進します。

＜特記事項＞

　事業の進捗により、裏小路のみちづくりに係る工事費等と、マスタープランに
掲げた「プラットフォーム構築」に係る経費を新規計上しました。 増減 41,718 

事務事業名 まちづくり推進事業（岩槻まちづくり事務所）
局/部/課

国庫支出金 6,800

[総振：09-2-2-01］

予算額 47,892
都市局/まちづくり推進部/岩槻まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

　南与野駅西口土地区画整理事業に隣接する南与野駅南
通り線の整備工事を行います。また、（仮称）河童ぶち
公園の整備工事を実施します。

　本町通りに関する整備の方向性や街並みルールの検討
を行います。また、沿道権利者における組織の運営を支
援します。

前年度予算額 51,874

　南与野駅西口土地区画整理事業と連携し、周辺地域における生活環境の向上を
図ります。
　本市の地域拠点である与野本町駅周辺地区のまちづくり事業を推進します。

＜特記事項＞

増減 △ 5,629 

南与野駅西口地区周辺のまちづくり

与野本町駅周辺地区まちづくり事業

市債 25,200

一般財源 16,045

事務事業名 まちづくり推進事業（与野まちづくり事務所）
局/部/課

寄附金 5,000

予算額 46,245
都市局/まちづくり推進部/与野まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

＜事業の目的・内容＞
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 18款

25款

-

＜主な事業＞
１ 1,589,527 ［参考］

２ 14

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 21款

＜主な事業＞
１ 35,046 ［参考］

２ 34

17,642 

　大和田駅舎の整備方針を検討するための業務を委託し
ます。

　鉄道事業者及び関係機関との連絡調整、事務遂行のた
め、必要な事務費を支出します。

大和田駅舎整備方針検討業務

［総振：09-1-3-05］
事務費その他

局/部/課

寄附金 35,080

予算額 35,080
都市局/まちづくり推進部/区画整理支援課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

前年度予算額 17,438

＜事業の目的・内容＞

　大和田駅北口周辺の駅前広場や都市計画道路の整備を進め、地域の利便性や安
全性の向上を図ります。

＜特記事項＞

　大和田駅舎の整備方針検討業務を行います。

増減

　七里駅橋上駅舎及び南北自由通路設置工事に関する施
行協定に基づく整備を進めます。

　鉄道事業者及び関係機関との連絡調整、事務遂行のた
め、必要な事務費を支出します。

前年度予算額 760,533

　七里駅の橋上駅舎及び南北自由通路の整備を進め、地域の利便性や安全性の向
上を図ります。

＜特記事項＞

　七里駅橋上駅舎及び南北自由通路の設置工事を行います（令和5年度供用開始見
込み）。 増減 829,008 

七里駅橋上駅舎及び南北自由通路の整備

［総振：09-1-3-05］
事務費その他

事務事業名 大和田駅北口周辺まちづくり推進事業

市債 782,200

一般財源 111,241

事務事業名 七里駅舎改修事業
局/部/課

国庫支出金 696,100

予算額 1,589,541
都市局/まちづくり推進部/区画整理支援課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

＜事業の目的・内容＞

七里駅完成イメージ図

事業施行位置図
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 17款

18款

20款

21款

24款

25款

-

＜主な事業＞
１ 275,259

２ 23,008

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 21款

＜主な事業＞
１ 18,251 ［参考］

２ 95

西浦和第一地区位置図

　「西浦和駅周辺まちづくり方針」に基づき、駅前広場
などの基盤整備の検討や、周辺地域と連携し、住民と行
政の協働によるまちづくりを推進します。

　西浦和第一地区内の市有地の維持管理を行います。

西浦和駅周辺まちづくりの推進

［総振：09-2-2-05］
市有地維持管理

前年度予算額 6,148

＜事業の目的・内容＞

　長期未着手地区である西浦和第一土地区画整理事業を見直すとともに、西浦和
駅周辺の特性に応じたまちづくりを目指します。

＜特記事項＞

　「西浦和駅周辺まちづくり方針」に基づき、西浦和駅周辺の基盤整備検討業務
を実施します。 増減 12,198 

事務事業名 西浦和駅周辺まちづくり推進事業
局/部/課

寄附金 18,346

事業位置図

予算額 18,346
都市局/まちづくり推進部/浦和西部まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

　指扇中央通線及び文化センター通りの整備に向けた用
地取得や建物調査を実施します。

　日進・指扇周辺まちづくり事務所の維持管理及び日
進・西大宮駅周辺の事業用地の管理等を行います。

市債 145,700

46,014

前年度予算額 225,946

　西大宮駅及び日進駅周辺地域において、交通課題を改善するなど質の高い生活
環境の向上を図ります。

＜特記事項＞ 一般財源

　指扇中央通線及び文化センター通り整備事業の進捗により、公有財産購入費や
補償費が増加します。 増減 72,321 

指扇中央通線及び文化センター通り整備事業

［総振：09-2-2-06］
事務所維持管理経費及び事業用地維持管理等

［参考］

国庫支出金 98,000

財産収入 3,551

寄附金 5,000

諸収入 1

事務事業名 日進・指扇周辺まちづくり推進事業
局/部/課

使用料及び手数料 1

予算額 298,267
都市局/まちづくり推進部/日進・指扇周辺まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

＜事業の目的・内容＞
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 -

＜主な事業＞
１ 592

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 20款

24款

25款

-

＜主な事業＞
１ 137,339

２ 4,203

３ 5,608
　地域価値を高め持続可能なまちづくりを実現するた
め、さいたま新都心将来ビジョンの改定に向けた検討を
行うとともに、さいたま新都心まちづくり推進協議会に
対して負担金を支出します。

　安全で快適なまちづくりを推進するため、歩行者デッ
キやさいたま新都心西口駅前広場等の施設修繕や巡回警
備により適正な維持管理を行います。

　全ての人が安心して快適に活動するためのまちづくり
の拠点として、さいたま新都心ふれあいプラザの管理運
営を行うとともに、さいたま新都心まちづくりボラン
ティアの活動支援を行います。

都市施設の適正な管理

［総振：09-1-2-04］
ふれあいプラザの管理運営

［総振：09-1-2-04］
にぎわい創出の推進

［総振：09-1-2-04］

前年度予算額 147,890

諸収入 17,474

市債 34,200

一般財源 85,038

＜事業の目的・内容＞

　さいたま新都心地区において、都市施設を適正に管理するほか、さいたま新都
心将来ビジョンの改定、地元主体のエリアマネジメント活動の支援により、地域
の魅力向上及び持続可能なまちづくりの実現に向けて取り組みます。

増減 △ 740 

事務事業名 さいたま新都心にぎわい創出事業
局/部/課

財産収入 10,438

予算額 147,150
都市局/都心整備部/都心整備課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

　部内の連絡調整及び事務遂行に当たり、必要な庶務
（旅費、消耗品の購入等）を行います。

前年度予算額 1,854

　部内の連絡調整、取りまとめ等を行い、都心地区の魅力あるまちづくりを推進
します。

増減 △ 1,262 

都心整備推進事業

事務事業名 都心整備推進事業
局/部/課

一般財源 592

予算額 592
都市局/都心整備部/都心整備課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

＜事業の目的・内容＞
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 -

＜主な事業＞
１ 12,724

２ 3,234

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 18款

-

＜主な事業＞
１ 17,945 ４ 1,000

２ 1,340

３ 1,822
　氷川参道を中心とした「市民参加型のまちづくり」を
推進するため、地元まちづくり協議会が開催する各種イ
ベント等の活動を支援します。

　氷川参道の歩行環境改善に向け、交通実態調査や維持
管理等を行います。

　保存緑地の維持管理に対して補助金を交付します。

　関係権利者と平成ひろば及び周辺道路の継続利用に向
けた調整を図るとともに、交換用地に関する不動産鑑定
等を実施します。

氷川参道環境整備 氷川参道並木の管理保全

［総振：09-1-2-05］
平成ひろば等の継続利用に関する検討

市民との協働によるまちづくりの推進

前年度予算額 22,857

一般財源 18,607＜事業の目的・内容＞

　歴史・文化的資産であり、都心部に残された貴重な緑の空間である氷川参道を
将来にわたり引き継ぐため、地元まちづくり協議会との協働作業による並木保
全、交通問題への対応を図りながら歩行環境の改善を目指します。
　また、平成ひろば等の継続利用に関する検討を行います。

増減 △ 750 

事務事業名 大宮駅周辺地域戦略ビジョン推進事業（氷川参道対策室）
局/部/課

国庫支出金 3,500

[総振：09-1-2-10］

予算額 22,107
都市局/都心整備部/氷川参道対策室

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

　浦和の特色を生かし、都心としてまちの機能拡充を図
るため、まちづくりの指針となる（仮称）浦和駅周辺ま
ちづくりビジョンの策定を行います。

　市民協働・官民連携によるまちづくりに向けた機運醸
成のため、まちづくりの情報発信や有識者会議等を行い
ます。

前年度予算額 0

　市民協働・官民連携により「文教都市」浦和の特性を生かしたまちづくりを推
進し、都市機能の更新や上質な生活と持続的な都市活力を生み出す都市空間の形
成に取り組み、浦和ブランドの魅力向上を目指します。

＜特記事項＞

　（仮称）浦和駅周辺まちづくりビジョンの策定や、市民協働・官民連携による
まちづくりに向けた情報発信等を行います。 増減 皆増 

浦和ブランドの魅力向上に向けたまちづくり

[総振：09-1-2-10］
市民協働・官民連携によるまちづくり

事務事業名 浦和駅周辺地区まちづくり推進事業
局/部/課

一般財源 15,958

予算額 15,958
都市局/都心整備部/都心整備課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

＜事業の目的・内容＞
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 18款

-

＜主な事業＞
１ 273,594

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 16款

17款

18款

20款

24款

25款

-

＜主な事業＞
１ 24,600 ４ 17,677

２ 2,794 ５ 276,329

３ 910,850
　氷川緑道西通線の北区間で、用地買収、補償及び物件
調査等を行います。

　再開発組合が実施する事業推進に要する費用の一部を
補助します。

　大宮駅周辺地域戦略ビジョンの優先的プロジェクトで
ある「おもてなし歩行エリアの形成」などの推進に向
け、居心地が良く歩きたくなるまちなかの創出を図りま
す。

　「大宮駅東口周辺公共施設再編／公共施設跡地活用全
体方針」に基づき、まちづくりの具体化に向けて調査・
検討を行います。

　大宮駅周辺地域戦略ビジョンの推進のため、大宮南銀
座地区や一の宮通り等の整備を進めるほか、官民連携に
よるまちづくりに取り組みます。

大宮駅東口大門町２丁目中地区第一種市街地再開発事業 大宮駅周辺まちなかウォーカブルの推進

［総振：09-1-1-02］ ［総振：09-1-2-09］
大宮駅東口公共施設再編の推進 大宮駅周辺地域戦略ビジョンの推進

［総振：09-1-2-07］
氷川緑道西通線の整備推進

［総振：09-1-2-08］

市債 562,500

287,581 

前年度予算額 2,032,278

使用料及び手数料 250

国庫支出金 327,400

財産収入 54,405

諸収入 33

＜事業の目的・内容＞

  大宮駅周辺地域を政令指定都市さいたま市の「顔」にふさわしい地域にしてい
くことを目的とした大宮駅周辺地域戦略ビジョンで掲げる将来像「東日本の顔と
なるまち」「おもてなし、あふれるまち」「氷川の杜、継ぐまち」の実現に向
け、各種事業を推進します。

＜特記事項＞ 一般財源

　事業の進捗により、大宮駅東口大門町２丁目中地区第一種市街地再開発事業に
係る補助金が減少しました。 増減 △ 800,028 

事務事業名 大宮駅周辺地域戦略ビジョン推進事業（大宮駅東口まちづくり事務所）

局/部/課
分担金及び負担金 81

予算額 1,232,250
都市局/都心整備部/大宮駅東口まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

　東日本中枢都市としての競争力を強化するため、大宮
ＧＣＳプラン２０２０で整理した内容を踏まえながら、
ＧＣＳ構想を具体的かつ実現可能なものにするための調
査・設計等を行います。

前年度予算額 134,913

　大宮駅周辺地域戦略ビジョンのターミナル街区におけるまちづくりの具体化を
図るため、大宮駅グランドセントラルステーション化構想を策定し、大宮駅周辺
街区のまちづくり、交通基盤整備及び駅機能の高度化を三位一体で進め、東日本
の玄関口である大宮、ひいてはさいたま市のプレゼンス向上を目指します。

＜特記事項＞

　鉄道事業者に対し、協定に基づき駅機能高度化に係る調査の実施を依頼したこ
とにより委託費を増加しました。 増減 138,681 

大宮駅グランドセントラルステーション化構想の推進

[総振：09-1-1-01］

一般財源 264,794

事務事業名 大宮駅周辺地域戦略ビジョン推進事業（東日本交流拠点整備課）

局/部/課

国庫支出金 8,800

予算額 273,594
都市局/都心整備部/東日本交流拠点整備課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

＜事業の目的・内容＞

16款 分担金及び負担金 81

17款 使用料及び手数料 250

18款 国庫支出金 327,400

20款 財産収入 54,405

22款 繰入金 50,000

24款 諸収入 33

25款 市債 562,500

- 一般財源 237,581
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 -

＜主な事業＞
１ 8,866

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 165 17款

18款

20款

22款

24款

25款

-

＜主な事業＞
１ 1,427,277 ４ 6,479

２ 74,008 ５ 8,756

３ 171,469
　大宮駅西口第四土地区画整理事業の進捗に合わせ上落
合桜木線を整備するため、用地買収等を行います。

　大宮駅西口第三地区まちづくり方針に基づき、地区内
におけるまちづくりの機運醸成に向けた啓発等を行うと
ともに、市街地再開発事業にかかる補助金交付や都市計
画道路の整備、事業用地の維持管理を行います。

　地区内の市有地等の活用と連携を図りながら、大宮駅
西口第五地区のまちづくり方針の具体化について検討し
ます。

　大宮駅周辺地域戦略ビジョンの推進・具体化に向け、
県道大宮停車場大成線に安全で快適に歩行できる道路空
間を整備します。

　大宮駅西口まちづくり事務所の維持管理等を行いま
す。

大宮駅西口第三地区まちづくりの推進 大宮駅西口第五地区まちづくりの推進

［総振：09-1-1-02］ ［総振：09-1-2-06］
大宮駅周辺地域戦略ビジョンの推進 事務所維持管理

都市計画道路上落合桜木線整備の促進

市債 786,600

111,504

前年度予算額 1,354,986

国庫支出金 714,400

財産収入 570

繰入金 63,000

諸収入 1

＜事業の目的・内容＞

　大宮駅西口の未整備地区等において、防災性や居住環境、商業環境の向上等を
図るため、各地区の特性を生かしたまちづくりを推進します。

＜特記事項＞ 一般財源

　事業の進捗により、大宮駅西口第３－Ｂ地区第一種市街地再開発事業及び大宮
駅西口第３－Ａ・Ｄ地区第一種市街地再開発事業に係る補助金が増加しました。 増減 333,003 

事務事業名 大宮駅西口まちづくり推進事業
局/部/課

使用料及び手数料 11,914

市営桜木駐車場用地位置図

予算額 1,687,989
都市局/都心整備部/大宮駅西口まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

　桜木駐車場用地について、東日本の対流拠点形成に資
する機能を導入するため、事業者選定委員会を開催し、
優先交渉権者選定を実施します。

前年度予算額 12,635

　公有財産を有効活用し、交流促進や新たな価値の創出に寄与する機能の導入を
進め、東日本の玄関口である大宮ひいてはさいたま市のプレゼンス向上に貢献す
るため、桜木駐車場用地の具体的な活用方法を検討し具体化します。

増減 △ 3,769 

桜木駐車場用地活用の推進

[総振：09-1-2-06］

［参考］

事務事業名 桜木駐車場用地活用事業
局/部/課

一般財源 8,866

予算額 8,866
都市局/都心整備部/東日本交流拠点整備課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費

＜事業の目的・内容＞

大宮駅

500m

700m
桜木駐車場用地
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 167 17款

18款

20款

24款

25款

-

＜主な事業＞
１ 387,100 ４ 92,696

２ 232,756

３ 2,730,219

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 167 18款

25款

-

＜主な事業＞
１ 1,308,962 ４ 741,153

２ 264,514

３ 4,533
　公募設置管理制度（Ｐａｒｋ－ＰＦＩ）やネーミング
ライツの活用を含め、本市にふさわしい公民連携事業を
推進することで、公園のにぎわい創出、魅力の向上を図
ります。

　市民の憩いやレクリエーションの場を創出する都市公
園の適正な配置・整備に向け、公園の不足する地域を重
点に、歩いて行ける身近な公園の整備を推進します。

　公園利用者の安心・安全の観点から老朽化した公園の
改修を進めるとともに、公園の質や利便性向上を図るた
め、地域特性や市民ニーズを踏まえて公園施設の新設・
改修等を行います。

　緑の核となり、地区内外から多くの人が訪れる大規模
公園（秋葉の森総合公園、見沼通船堀公園、さいたまセ
ントラルパーク、与野中央公園）の整備を推進します。

身近な公園の整備推進 公園施設の新設・改修その他

［総振：09-2-1-04］ ［総振：09-2-1-05］
大規模公園の整備推進

［総振：09-2-1-03］
Ｐａｒｋ－ＰＦＩ等公民連携による公園のにぎわい創出

［総振：09-2-1-06］

前年度予算額 1,982,336

市債 1,350,300

一般財源 619,062

＜事業の目的・内容＞

　都市化により野外レクリエーションの場が減少する中で、緑に囲まれた安全な
遊び場や市民のための運動場を提供し、併せて災害時の避難場所となりうる公園
を整備します。

増減 336,826 

事務事業名 都市公園等整備事業
局/部/課

国庫支出金 349,800

　指定管理者制度により、都市公園の管理運営を行いま
す。

指定管理者による管理運営

予算額 2,319,162
都市局/都市計画部/都市公園課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/4目 公園費

　公園施設の修繕、改修、備品購入等、適正な維持管理
を行います。

　公園予定地の維持管理や民間児童遊園地への助成等を
行います。

　子どもにとって安全で楽しい遊び場を確保するため、
公園遊具について安全性の向上を図る更新工事等の対策
を実施します。

一般財源 3,054,341

前年度予算額 3,327,488

　都市公園等の管理運営、修繕、取得用地の維持管理を行うとともに、民間児童
遊園地の整備等に対する助成を行います。

増減 115,283 

都市公園等の管理 公園予定地の管理その他

［総振：09-2-1-05］
公園遊具安全性向上事業

国庫支出金 68,900

財産収入 21,000

諸収入 4

市債 235,700

事務事業名 都市公園等管理事業
局/部/課

使用料及び手数料 62,826

予算額 3,442,771
都市局/都市計画部/都市公園課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/4目 公園費

＜事業の目的・内容＞
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 167 18款

-

＜主な事業＞
１ 10,874 ４ 2,093

２ 1,160 ５ 11,555

３ 28,849

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 167 17款

22款

25款

-

＜主な事業＞
１ 482,410 ４ 3,304

２ 57,733

３ 451
　みどり愛護会等の緑地保全ボランティア活動に対して
保全活動に必要な物品の支給等の支援を行います。

特別緑地保全地区（緑区三室）

　特別緑地保全地区や自然緑地、市民緑地等のオープン
型緑地の維持管理、整備を行います。

　緑に関する啓発活動としてみどりの祭典を実施しま
す。

［参考］

　保存緑地等のクローズ型緑地の維持管理に対して補助
金を交付します。

オープン型緑地の保全事業 みどりの祭典の実施

［総振：02-3-1-02］
クローズ型緑地の保全事業

［総振：02-3-1-02］
緑地保全ボランティア活動の推進

前年度予算額 393,159

繰入金 29,640

市債 274,500

一般財源 239,754

＜事業の目的・内容＞

　都市緑地法及びみどりの条例に基づき、自然緑地等の維持管理及び整備、保存
緑地に対する補助金の交付等を行うことで、市内に残る良好な自然環境を有する
緑地の保全を推進します。

＜特記事項＞

　（仮称）染谷公園の整備に向けた用地取得を拡大します。

増減 150,739 

事務事業名 指定緑地等設置・保全事業
局/部/課

使用料及び手数料 4

　花壇の維持管理や市民ボランティアへの花苗配布等の
支援を行い、市民協働による花と緑のまちづくりを推進
します。

［総振：09-2-1-02］ ［総振：09-2-1-02］
花いっぱい運動の推進

［総振：09-2-1-02］

予算額 543,898
都市局/都市計画部/みどり推進課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/5目 緑化推進費

　記念樹の贈呈や建築物の屋上、壁面及び道路に面する
敷地の緑化に係る経費の一部を助成するなど、民有地の
緑化を推進します。

　シビックグリーンさいたまや、さくらそう品評会等の
イベントを実施し、市民の緑に対する意識の醸成を図り
ます。

　ヒートアイランドの緩和や省エネルギーの促進などに
寄与するグリーンインフラとして、緑のカーテンを公共
施設で実施するとともに、市民を対象とした普及啓発を
行います。

　多様な機能を有するグリーンインフラの推進に向け
て、緑の基本計画及びアクションプランを改定するとと
もに、公民が連携して緑化滞在空間を創出する社会実験
を実施します。

前年度予算額 53,370

　市街地における緑を創出するため、多様な手法により緑化を推進するととも
に、緑化啓発事業等の実施により市民の緑に対する意識の高揚を促進し、市民と
の協働による緑豊かで潤いのあるまちづくりを推進します。

増減 1,161 

民有地の緑化推進 緑化啓発イベントの開催その他

［総振：09-2-1-02］
緑のカーテン事業の実施 グリーンインフラの推進

一般財源 54,031

事務事業名 緑化推進事業
局/部/課

国庫支出金 500

予算額 54,531
都市局/都市計画部/みどり推進課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/5目 緑化推進費

＜事業の目的・内容＞
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 167 17款

24款

-

＜主な事業＞
１ 9,868

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 167 -

＜主な事業＞
１ 40,659
　「農・自然・歴史とふれあう、憩いのふるさと“みぬ
ま”」を実現するために、グリーンインフラを活用した
取組を行うほか、桜回廊の管理向上や新たな散策拠点を
検討するとともに、情報発信力を強化します。

見沼田圃の保全と新たな活用・創造の推進

［総振：02-3-2-01］

前年度予算額 63,087

＜事業の目的・内容＞

　首都圏に残された貴重な大規模緑地空間である見沼田圃を保全・活用・創造す
るため、「さいたま市見沼田圃基本計画」で定めた見沼田圃づくりの基本方針に
沿って、農、歴史・文化、観光・交流等に係る諸施策を積極的に推進します。

＜特記事項＞

　（仮称）三崎広場の整備工事が令和3年度に完了するため、事業費が減少しまし
た。 増減 △ 22,428 

事務事業名 見沼田圃の保全・活用・創造事業
局/部/課

一般財源 40,659

予算額 40,659
都市局/都市計画部/見沼田圃政策推進室

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/5目 緑化推進費

　生産緑地法に基づき土地所有者の申出等による生産緑
地地区の指定及び解除に係る都市計画手続等を行いま
す。また、特定生産緑地指定業務を行います。

前年度予算額 15,761

　市街化区域内にある農地を重要な緑として保全することを目的として、生産緑
地地区に係る事務手続を行います。

＜特記事項＞

　特定生産緑地指定対象者数の減少により、特定生産緑地指定業務委託を見直し
ました。 増減 △ 5,893 

生産緑地地区に係る事務

諸収入 1

一般財源 9,855

事務事業名 生産緑地関係事業
局/部/課

使用料及び手数料 12

予算額 9,868
都市局/都市計画部/みどり推進課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/5目 緑化推進費

＜事業の目的・内容＞
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 169 17款

20款

-

＜主な事業＞
１ 2,013 ［参考］

２ 9,735

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 169 18款

22款

24款

25款

-

＜主な事業＞
１ 3,047,926

２ 18,791

３ 12,651
　浦和駅周辺まちづくり事務所の維持管理及び事業用地
の維持管理を行います。

浦和駅西口南高砂地区完成イメージ図

　浦和駅西口南高砂地区第一種市街地再開発事業を推進
するため、再開発組合へ施設建築物工事費等の費用の一
部を補助するとともに、再開発事業で整備する駅前広場
等への高質空間形成施設等を検討します。

［参考］

　電線共同溝工事の着手に向けた支障埋設物等の移転補
償、実施設計を行います。

浦和駅西口南高砂地区市街地再開発事業

［総振：09-1-1-02］
浦和西口停車場線街路整備事業

［総振：09-1-1-02］
事務所の維持管理

前年度予算額 4,011,020

繰入金 121,000

諸収入 1

市債 1,392,300

一般財源 66,067

＜事業の目的・内容＞

　商業・業務機能、文化・交流機能の集積や、交通結節機能・都市防災機能の向
上を図るため、浦和駅西口南高砂地区市街地再開発事業を推進するとともに、関
連する都市計画道路の整備を実施し、都心としての形成を進めます。

＜特記事項＞

　浦和駅西口南高砂地区第一種市街地再開発事業の進行状況に合わせ、補助金を
減額しました。 増減 △ 931,652 

事務事業名 市街地再開発推進事業（浦和駅周辺まちづくり事務所）
局/部/課

国庫支出金 1,500,000

武蔵浦和駅周辺図

予算額 3,079,368
都市局/都心整備部/浦和駅周辺まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/5項 市街地再開発事業費/1目 市街地再開発事業費

　武蔵浦和駅第７－１街区の現状と課題、目指すべき方
向などを整理・検討し、まちづくりの方向性について、
地権者を対象とした意見交換会等を行います。

　浦和西部まちづくり事務所等の維持管理を行います。

前年度予算額 11,181

　本市の副都心である武蔵浦和地区のうち、都市再開発の方針において再開発を
促進すべき地区に位置付けられている武蔵浦和駅周辺地区（約30ｈａ）につい
て、市街地再開発事業等によるまちづくりを目指します。

増減 567 

武蔵浦和駅周辺地区まちづくり推進事業

［総振：09-1-1-03］
事務所、都市施設の維持管理

財産収入 333

一般財源 11,407

事務事業名 市街地再開発推進事業（浦和西部まちづくり事務所）
局/部/課

使用料及び手数料 8

予算額 11,748
都市局/まちづくり推進部/浦和西部まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/5項 市街地再開発事業費/1目 市街地再開発事業費

＜事業の目的・内容＞
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 169 16款

17款

18款

20款

24款

25款

＜主な事業＞
１ 2,981,765 ４ 353,468

２ 4,879,062

３ 21,294

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 169 17款

20款

21款

24款

-

＜主な事業＞
１ 30,147

２ 15,158

３ 15,844
　事務の進捗に必要となる消耗品費、光熱水費等の事務
的な経費を支出します。

　副都心にふさわしい都市空間・都市環境の形成を図る
ため、大門上池調節池広場の管理運営、ＡＩ等を活用し
たモビリティサービスの実証、みその都市デザイン協議
会の運営等を行います。

　地区内で所管する用地の除草業務を行うほか道路修繕
等の工事を行います。

美園地区のまちづくりの推進

［総振：09-1-2-01］
管理用地の除草業務等その他

事務費その他

前年度予算額 57,260

財産収入 4,317

寄附金 50,000

諸収入 1

一般財源 6,792

＜事業の目的・内容＞

　みそのウイングシティを中心とした美園地区について、「スタジアムタウン」
としてのブランド力向上に向け、「公民＋学」連携により、副都心の位置付けに
ふさわしい、個性と魅力にあふれ、人々を引き付ける都市空間・都市環境の形成
を図ります。

増減 3,889 

事務事業名 浦和東部・岩槻南部地域整備推進事業
局/部/課

使用料及び手数料 39

　組合区画整理事業推進事務所及び用地を適正に管理し
ます。

事務所及び用地の管理

予算額 61,149
都市局/まちづくり推進部/浦和東部まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/6項 土地区画整理費/1目 土地区画整理費

　土地区画整理組合に対し、補助金を交付し、土地区画
整理事業を促進します。

　公共施設マネジメント計画に基づき、中規模修繕工事
を実施します。

　土地区画整理組合に対し、事業資金の貸付けを行い、
土地区画整理事業を促進します。

市債 782,300

2,059,179

前年度予算額 9,117,190

　土地区画整理組合に対し、補助金の交付及び事業資金の貸付けを行い、土地区
画整理事業を促進し、健全な市街地の形成を図ります。

一般財源

増減 △ 881,601 

組合施行等土地区画整理事業 組合区画整理事業推進事務所中規模修繕工事

［総振：09-2-2-07］ ［参考］
土地区画整理組合への事業資金貸付け

使用料及び手数料 103

国庫支出金 507,541

財産収入 705

諸収入 4,883,161

事務事業名 組合施行等土地区画整理支援事業
局/部/課

分担金及び負担金 2,600

予算額 8,235,589
都市局/まちづくり推進部/区画整理支援課

款/項/目 8款 土木費/6項 土地区画整理費/1目 土地区画整理費

＜事業の目的・内容＞

令和3年度末見込み

地 区 名 面 積 進 捗 率 地 区 名 面 積 進 捗 率

丸 ヶ 崎 29.1ｈａ 93.4％ 台・一ノ久保 特定 16.0ｈａ 93.5％

大 間 木 水 深 特 定 28.1ｈａ 98.4％ 大 和 田 特 定 50.6ｈａ 66.3％

大 門 第 二 特 定 76.3ｈａ 61.7％ 内谷・会ノ谷 特定 13.5ｈａ 94.2％

土 呂 農 住 特 定 11.1ｈａ 85.5％ 大 谷 口 ・ 太 田 窪 28.2ｈａ 50.2％

風 渡 野 南 特 定 13.7ｈａ 97.5％ 中 川 第 一 特 定 38.4ｈａ 25.9％

蓮 沼 下 特 定 23.6ｈａ 96.9％ 七 里 駅 北 側 特 定 32.0ｈａ 43.4％

大門上・下野田特定 36.3ｈａ 89.6％ 島 町 西 部 40.0ｈａ 62.1％

＜組合施行地区一覧＞

16款 負担金 2,600

17款 使用料及び手数料 103

18款 国庫支出金 507,541

20款 財産収入 705

21款 寄附金 50,000

22款 繰入金 1,587,310

24款 諸収入 4,883,161

25款 市債 782,300

- 一般財源 421,869
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 169 17款

18款

20款

22款

24款

25款

-

＜主な事業＞
１ 345,969 ［参考］

２ 2,942

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 169 17款

18款

20款

22款

24款

25款

-

＜主な事業＞
１ 214,900 ４ 64,176

２ 103,763

３ 27,357
　物件調査積算及び柵渠詳細設計等の業務委託を実施し
ます。

［総振：09-1-1-03］
業務委託等の実施

［総振：09-1-1-03］

　土地区画整理事業の進捗に伴い、移転を要する建物等
の補償を実施します。

  水道布設工事の負担金を支出するとともに、岩槻駅西
口土地区画整理事業に伴う事務、審議会の開催等を行い
ます。

  土地区画整理事業の進捗に伴い、区画道路築造及び道
路改良等の工事を行います。

市債 197,300

前年度予算額 487,099

　岩槻駅西口地区は、岩槻駅の西側に隣接していながらも、駅西口の未開設や道
路等の公共施設の未整備により、駅前という立地が生かされていなかったため、
都市計画道路、区画道路等の整備を行い、商業の活性化と潤いのある住環境の形
成を図ります。

一般財源

増減 △ 76,903 

建物等移転補償の実施 工事負担金その他

［総振：09-1-1-03］ ［総振：09-1-1-03］
道路整備等工事の実施 ［参考］

81,239

国庫支出金 14,500

財産収入 104

繰入金 117,000

諸収入 1

事務事業名 岩槻駅西口土地区画整理事業
局/部/課

使用料及び手数料 52

予算額 410,196
都市局/まちづくり推進部/岩槻まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/6項 土地区画整理費/1目 土地区画整理費

＜事業の目的・内容＞

　管路施設実施設計、建物等調査積算業務等の委託や雨
水管布設・道路築造、道路等修繕工事及び建物等移転補
償を実施します。

　与野駅西口土地区画整理事業に伴う事務等を行いま
す。

与野駅西口土地区画整理事業

[総振：09-2-2-06］
事務費その他

[総振：09-2-2-06］

市債 171,800

33,433

前年度予算額 617,174

国庫支出金 120,000

財産収入 676

繰入金 23,000

諸収入 1

＜事業の目的・内容＞

　健全かつ良好な居住環境を持つ市街地を造成するため、区画道路等の公共施設
の整備改善を図ります。

＜特記事項＞ 一般財源

　事業の進捗により、建物等移転補償費が減少しました。

増減 △ 268,263 

事務事業名 与野駅西口土地区画整理事業
局/部/課

使用料及び手数料 1

予算額 348,911
都市局/まちづくり推進部/与野まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/6項 土地区画整理費/1目 土地区画整理費

事業計画

※進捗率は令和3年度末見込み

総 事 業 費 約137億円

昭和44年3月25日

昭和43年度～令和7年度

8.26ｈａ

86.4％

事 業 認 可

事 業 期 間

施 工 面 積

進 捗 率 ※

事業計画

※進捗率は令和3年度末見込み

進 捗 率 ※ 88.4％

総 事 業 費 約119億円

事 業 認 可 平成9年4月1日

事 業 期 間 平成9年度～令和9年度

施 工 面 積 11.58ｈａ
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 169 22款

-

＜主な事業＞
１ 875,400 ［参考］

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 169 22款

-

＜主な事業＞
１ 718,081
　東浦和第二土地区画整理事業の推進に要する諸経費に
ついて、一般会計から繰出しを行います。

前年度予算額 840,921

　東浦和第二土地区画整理事業を推進するため、一般会計から繰出しを行いま
す。

増減 △ 122,840 

東浦和第二土地区画整理事業特別会計への繰出し ［参考］

一般財源 651,081

事務事業名 東浦和第二土地区画整理事業特別会計繰出金
局/部/課

繰入金 67,000

予算額 718,081
都市局/まちづくり推進部/東浦和まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/6項 土地区画整理費/1目 土地区画整理費

＜事業の目的・内容＞

　大宮駅西口第四地区について土地区画整理事業による
都市基盤整備を行うため、一般会計から繰出しを行いま
す。

大宮駅西口都市改造事業特別会計への繰出し

前年度予算額 803,595

一般財源 665,400＜事業の目的・内容＞

　大宮駅西口第四地区において、土地区画整理事業による都市基盤整備を行うた
め、一般会計から繰出しを行います。

増減 71,805 

事務事業名 大宮駅西口都市改造事業特別会計繰出金
局/部/課

繰入金 210,000

予算額 875,400
都市局/都心整備部/大宮駅西口まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/6項 土地区画整理費/1目 土地区画整理費

繰出金の推移 （単位：円）

R2

決算額

1,037,725,423

750,077,173

810,602,290

855,559,751

863,306,453

H30

R1

年度

H28

H29

繰出金の推移 （単位：円）

年度 決算額

H28 889,759,901

H29 847,727,657

H30

R1

R2

930,646,023

928,028,499

885,988,031
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 169 22款

-

＜主な事業＞
１ 608,329

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 169 22款

-

＜主な事業＞
１ 334,291 ［参考］
　南与野駅西口土地区画整理事業の推進に要する諸経費
について、一般会計から繰出しを行います。

前年度予算額 332,891

　南与野駅西口土地区画整理事業を推進するため、一般会計から繰出しを行いま
す。

＜特記事項＞

増減 1,400 

南与野駅西口土地区画整理事業特別会計への繰出し

一般財源 270,291

事務事業名 南与野駅西口土地区画整理事業特別会計繰出金
局/部/課

繰入金 64,000

予算額 334,291
都市局/まちづくり推進部/与野まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/6項 土地区画整理費/1目 土地区画整理費

＜事業の目的・内容＞

（令和元年度は、保留地売渡代金を充用できたことによ
り繰出しを必要としませんでした。）

　浦和東部第一特定土地区画整理事業の推進に要する諸
経費について、一般会計から繰出しを行います。

浦和東部第一特定土地区画整理事業特別会計への繰出し ［参考］

前年度予算額 725,788

一般財源 460,329＜事業の目的・内容＞

　浦和東部第一特定土地区画整理事業を推進するため、一般会計から繰出しを行
います。

増減 △ 117,459 

事務事業名 浦和東部第一特定土地区画整理事業特別会計繰出金
局/部/課

繰入金 148,000

予算額 608,329
都市局/まちづくり推進部/浦和東部まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/6項 土地区画整理費/1目 土地区画整理費

繰出金の推移 （単位：円）

H30 1,070,822,306

R1 0

R2 825,821,101

年度 決算額

H28 1,524,578,211

H29 225,896,092

繰出金の推移 （単位：円）

H30 327,558,525

R1 350,033,400

R2 382,893,552

年度 決算額

H28 314,967,792

H29 366,018,577
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 169 22款

-

＜主な事業＞
１ 353,943

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 169 22款

-

＜主な事業＞
１ 159,698
　江川土地区画整理事業の推進に要する諸経費につい
て、一般会計から繰出しを行います。

前年度予算額 158,703

　江川土地区画整理事業を推進するため、一般会計から繰出しを行います。

増減 995 

江川土地区画整理事業特別会計への繰出し ［参考］

一般財源 83,698

事務事業名 江川土地区画整理事業特別会計繰出金
局/部/課

繰入金 76,000

予算額 159,698
都市局/まちづくり推進部/岩槻まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/6項 土地区画整理費/1目 土地区画整理費

＜事業の目的・内容＞

　指扇土地区画整理事業の推進に要する諸経費につい
て、一般会計から繰出しを行います。

指扇土地区画整理事業特別会計への繰出し ［参考］

前年度予算額 295,236

一般財源 316,943＜事業の目的・内容＞

　指扇土地区画整理事業を推進するため、一般会計から繰出しを行います。

増減 58,707 

事務事業名 指扇土地区画整理事業特別会計繰出金
局/部/課

繰入金 37,000

予算額 353,943
都市局/まちづくり推進部/日進・指扇周辺まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/6項 土地区画整理費/1目 土地区画整理費

繰出金の推移 （単位：円）

H30 259,128,009

R1 333,421,493

R2 313,265,748

年度 決算額

H28 249,537,081

H29 222,018,429

繰出金の推移 （単位：円）

H30 119,037,769

R1 153,143,241

R2 160,861,991

年度 決算額

H28 397,636,201

H29 391,583,673
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 169 22款

-

＜主な事業＞
１ 114,988
　大門下野田特定土地区画整理事業の推進に要する諸経
費について、一般会計から繰出しを行います。

大門下野田特定土地区画整理事業特別会計への繰出し ［参考］

前年度予算額 139,988

一般財源 90,988＜事業の目的・内容＞

　大門下野田特定土地区画整理事業を推進するため、一般会計から繰出しを行い
ます。

増減 △ 25,000 

事務事業名 大門下野田特定土地区画整理事業特別会計繰出金
局/部/課

繰入金 24,000

予算額 114,988
都市局/まちづくり推進部/浦和東部まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/6項 土地区画整理費/1目 土地区画整理費

繰出金の推移 （単位：円）

R1 42,265,054

R2 93,561,598

H28 49,784,692

H29 40,346,283

H30 104,254,341

年度 決算額
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（特別会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 451 〔財源内訳〕

1款

2款

3款

4款

5款

6款

7款

＜主な事業＞

1,310,221

事業計画

事業認可

事業期間

施行面積

進捗率※

総事業費

※進捗率は令和3年度末見込み

 

444,734

45

（※　職員人件費については、Ｐ.614に掲載しています。）

＜事業の目的・内容＞ 分担金及び負担金 595

局/部/課 都市局/都心整備部/大宮駅西口まちづくり事務所

会計名 大宮駅西口都市改造事業特別会計 予算額

繰入金 875,400

1,755,000

1

諸収入 2

市債

［総振：09-1-1-02］

［2款：公債費］

　（1）公債管理特別会計繰出金
　     事業に対する市債の元金を償還するため、公債
     管理特別会計へ繰出しを行います。
　（2）公債管理特別会計繰出金
　     事業に対する市債の利子を支払うため、公債管
     理特別会計へ繰出しを行います。

　大宮駅西口第四地区は、大宮駅西口に位置しながらも都市基盤整備が立ち遅
れ、狭あい道路による交通の混乱、建物の老朽化による防災上の不安などの諸問
題を抱えています。そこで、これらを解消し、都心地区にふさわしい魅力あるま
ちづくりを目指すため、土地区画整理事業による都市基盤整備を行います。

使用料及び手数料

繰越金

平成7年5月19日

平成7年度～令和5年度

9.68ｈａ

94.9％

約229億円

879,000

1

財産収入 1

事業施行位置図

＜特記事項＞

［3款：予備費］

　事業の進捗により、建物等移転補償費が増加しました。 前年度予算額 842,000

増減 913,000 

［1款：事業費］ ［参考］

　（1）土地区画整理管理事務事業
　     事務所運営と審議会の会議等を行います。
　（2）大宮駅西口第四土地区画整理事業
       ア  建物等移転補償2件、中断移転補償34件を実
        　 施します。
　　　 イ　電線共同溝工事等を実施します。
       ウ  建物調査積算業務、調査測量業務等を行い
         　ます。

［総振：09-1-1-02］

　　   予見し難い予算の不足に充てるため、予算計上
　　 します。

［総振：09-1-1-02］
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（特別会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 479 〔財源内訳〕

1款

2款

3款

4款

5款

6款

7款

8款

＜主な事業＞

735,689

事業計画

事業認可

事業期間

施行面積

進捗率※

総事業費

※進捗率は令和3年度末見込み

462,238

73

（※　職員人件費については、Ｐ.614に掲載しています。）

［総振：09-2-2-06］

［総振：09-2-2-06］

　（1）公債管理特別会計繰出金
　　　 事業に対する市債の元金を償還するため、公債
　　 管理特別会計へ繰出しを行います。
　（2）公債管理特別会計繰出金
　 　　事業に対する市債の利子を支払うため、公債管
　　 理特別会計へ繰出しを行います。

　　　 予見し難い予算の不足に充てるため、予算計上
　　 します。

［2款：公債費］

［3款：予備費］

［総振：09-2-2-06］

　（1）土地区画整理管理事務事業
　　   事務所の運営と審議会、評価員の会議等を行い
     ます。
　（2）東浦和第二土地区画整理事業
　　   土地区画整理事業の施行に必要な建物や立竹木
     の移転に対し、補償を実施します。また、盛土や
     道路の測量、設計業務を委託し、築造工事等を実
     施します。

［1款：事業費］　 ［参考］

増減 △ 144,000 

局/部/課

国庫支出金 168,935

予算額

都市局/まちづくり推進部/東浦和まちづくり事務所

＜事業の目的・内容＞

会計名 東浦和第二土地区画整理事業特別会計

　東浦和第二土地区画整理事業地内76.72ｈａにおいて、地域特性を踏まえた都市
基盤の整備を行い、健全で良好な市街地の形成と災害に強いまちづくりを目指
し、公共施設の整備と宅地の利用増進を図ります。

市債 310,400

繰越金 1

使用料及び手数料 181

400

事業収入

1,198,000

1

財産収入

718,081

前年度予算額 1,342,000

繰入金

諸収入 1

事業施行位置図

平成10年12月15日

平成10年度～令和12年度

76.72ｈａ

57.7％

約251億円

至大宮

国道４６３号バイパス

至南浦和

至川口

　第２産業道路　　　　　

国道４６３号

東浦和駅

尾間木小・中

中尾小
緑区役所

東浦和第二地区
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（特別会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 507 ［財源内訳］

1款

2款

3款

4款

5款

6款

7款

＜主な事業＞

402,296

事業計画

事業認可

事業期間

施行面積

進捗率※

総事業費

275,021 ※進捗率は令和3年度末見込み

683

（※　職員人件費については、Ｐ.614に掲載しています。）

678,000

＜事業の目的・内容＞ 使用料及び手数料 360

局/部/課 都市局/まちづくり推進部/浦和東部まちづくり事務所

会計名 浦和東部第一特定土地区画整理事業特別会計 予算額

繰越金 1

諸収入 10

市債 41,500

27,500

財産収入 300

繰入金 608,329

［1款：事業費］ ［参考］

＜特記事項＞

　配水管布設工事負担金及び電柱移設等に係る補償費並びに公債費が減少しまし
た。

前年度予算額 858,000

増減 △ 180,000 

　埼玉高速鉄道線浦和美園駅西口周辺の55.88ｈａの区域を対象に、本市の副都心
にふさわしい良好な市街地の整備を行うため、土地区画整理事業により道路・公
園等の都市基盤施設を整備・改善し、駅周辺の商業・業務機能の集積を図るとと
もに、豊かな自然環境と調和した魅力ある住環境の形成を図ります。

国庫支出金

事業施行位置図

　（1）土地区画整理管理事務事業
　　 　事務所の運営と審議会の会議等を行います。
　（2）浦和東部第一特定土地区画整理事業
　　 　土地区画整理事業の施行に必要な区画道路築造
　　 や雨水管渠布設、擁壁設置工事等を行います。ま
　　 た、物件移転等に対し補償を行います。

［総振：09-1-1-03］

［2款：公債費］

　（1）公債管理特別会計繰出金
　　 　事業に対する市債の元金を償還するため、公債
　　 管理特別会計へ繰出しを行います。
　（2）公債管理特別会計繰出金
　　 　事業に対する市債の利子を支払うため、公債管
　　 理特別会計へ繰出しを行います。

［総振：09-1-1-03］

［3款：予備費］

平成13年3月27日

平成12年度～令和16年度

55.88ｈａ

79.5％

約244億円

　   　予見し難い予算の不足に充てるため、予算計上
　　 します。

［総振：09-1-1-03］

国道４６３号バイパス

浦和美園駅

綾瀬川

浦和東部第一特定地区

浦和ＩＣ

国道１２２号

東北自動車道

埼玉スタジアム２〇〇２
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（特別会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 535 〔財源内訳〕

1款

2款

3款

4款

5款

6款

7款

＜主な事業＞

489,810

事業計画

事業認可

事業期間

施行面積

進捗率※

総事業費

164,608

582

（※　職員人件費については、Ｐ.614に掲載しています。）

局/部/課 都市局/まちづくり推進部/与野まちづくり事務所

会計名 南与野駅西口土地区画整理事業特別会計 予算額 655,000

使用料及び手数料 6

国庫支出金 148,000

＜事業の目的・内容＞

財産収入 1

繰入金 334,291

諸収入 1

市債 172,700

［1款：事業費］ ［参考］

平成7年8月8日

平成7年度～令和5年度

＜特記事項＞

　事業の進捗により、建物等移転補償費が増加しました。 前年度予算額 413,000

増減 242,000 

　南与野駅西口地区において、「豊かな緑につつまれた公園のようなまち」をま
ちづくりのテーマに、人と環境に配慮した質の高い駅前広場や都市計画道路等の
都市基盤を有する良好な市街地形成を図ります。

繰越金 1

　　 　予見し難い予算の不足に充てるため、予算計上
 　　します。

 [総振：09-2-2-06]

事業施行位置図

［3款：予備費］

［2款：公債費］

14.67ｈａ

89.7％

約117億円

※進捗率は令和3年度末見込み

　（1）土地区画整理管理事務事業
　　   事務所の運営と審議会の会議等を行います。
　（2）南与野駅西口土地区画整理事業
　　   換地設計修正、道路等詳細設計業務等の委託や
　　 道路築造、道路等修繕工事及び建物等移転補償を
　　 実施します。

[総振：09-2-2-06]

　（1）公債管理特別会計繰出金
　     事業に対する市債の元金を償還するため、公債
     管理特別会計へ繰出しを行います。
　（2）公債管理特別会計繰出金
　  　 事業に対する市債の利子を支払うため、公債管
　　 理特別会計へ繰出しを行います。

 [総振：09-2-2-06]
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（特別会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 561 〔財源内訳〕

1款

2款

3款

4款

5款

6款

7款

8款

9款

＜主な事業＞

604,264

事業計画

事業認可

事業期間

施行面積

進捗率※

総事業費

※進捗率は令和3年度末見込み

127,049

687

（※　職員人件費については、Ｐ.614に掲載しています。）

局/部/課 都市局/まちづくり推進部/日進・指扇周辺まちづくり事務所

会計名 指扇土地区画整理事業特別会計 予算額 732,000

分担金及び負担金 548

使用料及び手数料 5

＜事業の目的・内容＞

市債

国庫支出金

［参考］

183,000

財産収入 1

繰入金 353,943

事業収入 1

平成17年度～令和11年度

繰越金 1

諸収入 1

194,500

前年度予算額 763,000

増減 △ 31,000 

　指扇地区において、土地区画整理事業により道路・公園等の公共施設の整備・
改善を行い、災害に強い安全で快適なまちづくりを目指して、西大宮駅を核とす
る新たな市街地の形成を図ります。

［1款：事業費］

29.86ｈａ

約116億円

事業施行位置図

［3款：予備費］

　　　 予見し難い予算の不足に充てるため、予算計上
　　 します。

［総振：09-2-2-06］

［総振：09-2-2-06］

［2款：公債費］

　（1）公債管理特別会計繰出金
　　　 事業に対する市債の元金を償還するため、公債
　　 管理特別会計へ繰出しを行います。
　（2）公債管理特別会計繰出金
　 　　事業に対する市債の利子を支払うため、公債管
　　 理特別会計へ繰出しを行います。

［総振：09-2-2-06］

　（1）土地区画整理管理事務事業
　　　 事務所の運営と審議会、評価員の会議等を行い
　　 ます。
　（2）指扇土地区画整理事業
　　 　ア 工事の設計、移転補償調査、用地管理業務等
　　　　を行います。
　　 　イ 区画道路築造工事、水道管布設工事等を行い
　　　　ます。
　 　　ウ 土地区画整理事業に係る建物等移転補償を行
　　　　います。

平成17年10月11日

45.1％

指扇地区

国道１６号

バイパス

JR川越線

指扇駅

国道１７号

バイパス新川

西区役所

西大宮駅

日進駅

鴨川

大宮駅

国道１７号

三橋総合公園
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（特別会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 589 〔財源内訳〕

1款

2款

3款

4款

5款

6款

前年度予算額

＜主な事業＞

156,769

事業計画

事業認可

事業期間

施行面積

進捗率※

総事業費

3,002 ※進捗率は令和3年度末見込み

229

（※　職員人件費については、Ｐ.614に掲載しています。）

160,000

＜事業の目的・内容＞ 使用料及び手数料 228

局/部/課 都市局/まちづくり推進部/岩槻まちづくり事務所

会計名 江川土地区画整理事業特別会計 予算額

　江川地区は、岩槻区北部及び東部の土地区画整理事業地区と西部の既成市街地
に囲まれた、区の中央部（東武野田線の北側）に位置しています。
　本地区では土地区画整理事業により、岩槻駅、東岩槻駅を中心とした既成市街
地と一体化した良好な市街地の形成を図ります。

財産収入 69

事業収入 1

繰入金 159,698

繰越金 1

諸収入 3

159,000

増減 1,000 

［総振：09-1-1-03］

［3款：予備費］

　　　 予見し難い予算の不足に充てるため、予算計上
 　　します。

［参考］

昭和63年7月22日

昭和63年度～令和6年度

79.30ｈａ

91.7％

約195億円

［1款：事業費］

　（1）土地区画整理管理事務事業
　　　 江川土地区画整理事業に伴う事務、審議会の開
　　 催等を行います。
　（2）江川土地区画整理事業
　　　 ア 調整池排水機場築造等の工事を行います。
　　　 イ 街区画地測量等の業務を実施します。

［総振：09-1-1-03］

［2款：公債費］

　（1）公債管理特別会計繰出金
　　　 事業に対する市債の元金を償還するため、公債
　　 管理特別会計へ繰出しを行います。
　（2）公債管理特別会計繰出金
　　　 事業に対する市債の利子を支払うため、公債管
　　 理特別会計へ繰出しを行います。

［総振：09-1-1-03］

事業施行位置図
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（特別会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 615 ［財源内訳］

1款

2款

3款

4款

＜主な事業＞

87,837

事業計画

事業認可

事業期間

施行面積

進捗率※

総事業費

26,953 ※進捗率は令和3年度末見込み

210

（※　職員人件費については、Ｐ.614に掲載しています。）

＜事業の目的・内容＞ 使用料及び手数料 10

会計名 大門下野田特定土地区画整理事業特別会計 予算額 115,000
局/部/課 都市局/まちづくり推進部/浦和東部まちづくり事務所

　埼玉高速鉄道線浦和美園駅西口の南側に位置する3.60ｈａの区域を対象に、本
市の副都心にふさわしい良好な市街地の整備を行うため、土地区画整理事業によ
り道路・公園等の都市基盤施設を整備・改善し、魅力ある住環境の形成を図りま
す。

繰入金 114,988

繰越金 1

諸収入 1

＜特記事項＞

3.60ｈａ

36.2％

　整地工事費が減少しました。 前年度予算額 170,000

増減 △ 55,000 

［1款：事業費］ ［参考］

　（1）土地区画整理管理事務事業
　　 　事務所の運営と審議会の会議等を行います。
　（2）大門下野田特定土地区画整理事業
　　 　土地区画整理事業の施行に必要な整地工事や埋
　　 蔵文化財発掘調査業務等を行います。また、物件
　　 移転等に対し補償を行います。

［総振：09-1-1-03］

［2款：公債費］

　（1）公債管理特別会計繰出金
　　 　事業に対する市債の元金を償還するため、公債
　　 管理特別会計へ繰出しを行います。
　（2）公債管理特別会計繰出金
　　 　事業に対する市債の利子を支払うため、公債管
　　 理特別会計へ繰出しを行います。

［総振：09-1-1-03］

［3款：予備費］

　   　予見し難い予算の不足に充てるため、予算計上
　　 します。

［総振：09-1-1-03］

平成26年3月3日

平成25年度～令和17年度

約19億円

事業施行位置図

国道４６３号バイパス

浦和美園駅

綾瀬川

浦和ＩＣ

国道１２２号

東北自動車道

埼玉スタジアム２〇〇２

大門下野田特定地区
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